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法律上の注意

警告事項
本書には、ユーザーの安全性を確保し製品の損傷を防止するうえ守るべき注意事項が記載されています。
ユーザーの安全性に関する注意事項は、安全警告サインで強調表示されています。このサインは、物的損傷に関
する注意事項には表示されません。以下に表示された注意事項は、危険度によって等級分けされています。

危険
回避しなければ、直接的な死または重傷に至る危険状態を示します。

警告
回避しなければ、死または重傷に至るおそれのある危険な状況を示します。

注意
回避しなければ、軽度または中度の人身傷害を引き起こすおそれのある危険な状況を示します。

通知
回避しなければ、物的損傷を引き起こすおそれのある危険な状況を示します。

複数の危険レベルに相当する場合は、通常、最も危険度の高い事項が表示されることになっています。安全警告
サイン付きの人身傷害に関する注意事項があれば、物的損傷に関する警告が付加されます。

有資格者
本書が対象とする製品 / システムは必ず有資格者が取り扱うものとし、各操作内容に関連するドキュメント、特
に安全上の注意及び警告が遵守されなければなりません。有資格者とは、訓練と経験に基づき、製品の設置、組
立、試運転、操作、廃止、解体を熟知し、危険を識別し、発生しうる危険を回避できる人です。

シーメンス製品を正しくお使いいただくために
以下の事項に注意してください。

警告
Siemensの製品は、カタログおよび関連の利用情報に記載されている目的に対してのみ使用できます。製品を正
しく安全にご使用いただくには、適切な運搬、保管、組み立て、据え付け、配線、始動、操作、保守を行ってく
ださい。ご使用になる場所は、許容された範囲を必ず守ってください。付属の技術説明書に記述されている指示
を遵守してください。

商標
®マークのついた称号はすべてSiemens Aktiengesellschaftの商標です。本書に記載するその他の称号は商標であ
り、第三者が自己の目的において使用した場合、所有者の権利を侵害することになります。

免責事項
本書のハードウェアおよびソフトウェアに関する記述と、実際の製品内容との一致については検証済みです。 し
かしなお、本書の記述が実際の製品内容と異なる可能性もあり、完全な一致が保証されているわけではありませ
ん。 記載内容については定期的に検証し、訂正が必要な場合は次の版て更新いたします。
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この操作説明書の目的
これらの操作説明書には、SIMATIC IPC RS-828Aを設置、電気接続、動作開始および拡張
し、装置を保守および修理するために必要なすべての情報が含まれます。これらは、次の有
資格スペシャリスト担当者を対象としています。

• 設置担当者 
• コミッショニングエンジニア 
• IT管理者 
• サービスおよび保守担当者

必要な基礎知識
この取扱説明書を理解するには、電気的設置、パーソナルコンピュータ、Microsoftオペ
レーティングシステムおよびネットワークテクノロジに関する十分な知識が必要です。自動
化制御工学の分野における一般知識が推奨されます。

本操作説明書の有効範囲
これらの操作説明書は、SIMATIC IPC RS-828Aのすべての注文バージョンで有効です。

履歴
本書の現行バージョン

バージョン 説明
2023年10月 第1版

2025年3月 追加:
• インド(BIS)
• RAIDコントローラ
• NVIDIA認定
• Intel i350-T4クアッドポートLANカード

2025年10月 追加:
• Microsoft® Windows® Server 2025 Standard CAL-less Edition
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サイバーセキュリティ情報
シーメンスは、弊社製品およびソリューションに対して、プラント、システム、機械および
ネットワークの安全な運転をサポートするIndustrial Cybersecurity機能を提供します。
プラント、システム、機械およびネットワークをサーバー脅威から守るために、全体的な最
新のIndustrial Cybersecurityコンセプトを実装し、継続的に維持することが必要です。
シーメンスの製品とソリューションは、そのようなコンセプトの1要素を形成します。
お客様は、プラント、システム、機械およびネットワークへの不正アクセスを防止する責任
があります。システム、機械およびコンポーネントは、企業内ネットワークのみに接続する
か、必要な範囲内かつ適切なセキュリティ対策を講じている場合にのみ（例: ファイア
ウォールやネットワークセグメンテーションの使用など）インターネットに接続することと
するべきとシーメンスは考えます。
Industrial Cybersecurity保護対策の実施に関する詳細については、こちら
(https://www.siemens.com/global/en/products/automation/topic-areas/industrial-
cybersecurity.html)をご覧ください。
シーメンスの製品とソリューションは、セキュリティをさらに強化するために継続的に開発
されています。シーメンスは、利用可能になったらすぐ製品の更新プログラムを適用し、常
に最新の製品バージョンを使用することを強くお勧めします。サポートが終了した製品
バージョンを使用すること、および最新の更新プログラムを適用しないことで、お客様はサ
イバー脅威にさらされる危険が増大する可能性があります。
常に製品の更新プログラムに関する最新情報を得るには、ここから
(https://new.siemens.com/global/en/products/services/cert.html)Siemens Industrial
Cybersecurity RSS Feedを購読してください。

サードパーティ製ソフトウェアの更新に関する免責事項
この製品には、サードパーティー製のソフトウェアが含まれています。Siemens
Aktiengesellschaftは、サードパーティー製ソフトウェアがシーメンスソフトウェアアップ
デートサービス契約の一部として配布されている場合またはSiemens Aktiengesellschaftに
よって正式にリリースされている場合のみ、サードパーティー製ソフトウェアの更
新/パッチに対する保証を提供します。それ以外の場合は、更新/パッチは、ユーザーご自身
の責任で適用することになります。当社のソフトウェアアップデートサービス提供に関する
詳細な情報は、インターネットのOnline Software Delivery (OSD)
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109759444)を参照してください。
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製品の説明 1
1.1 装置を操作するための重要な指示およびマニュアル

取扱説明書 目次 ソース
操作説明書 • 製品の説明

• 技術仕様
• 装置の設置
• 装置の操作
• ハードウェアの設置と取り外し
• 寸法図

• オンライン:
SIMATIC IPCマニュアル
(http://www.siemens.com/simatic-
ipc-doku-portal)

クイックインストールガ
イド

情報内容:
• 装置の操作説明書
• 装置の設置
• 装置を電源に接続する手順
• I/O装置の接続
• 装置の電源スイッチ投入

• 印刷された形式で装置に同梱

製品の最新情報 • 装置に関する最新の注意事項
• これらの操作説明書と比較した変

更点

• オンライン:
SIMATIC IPCマニュアル
(http://www.siemens.com/simatic-
ipc-doku-portal)

ファームウェア/BIOSの
説明

情報内容:
• 重要なファームウェア設定
• 工場出荷時設定でのファーム

ウェア設定
• ブートモード

• 同梱のデータストレージ媒体
• オンライン:

ファームウェア/BIOSの説明ASOS
(https://support.industry.siemens.
com/cs/ww/en/view/109824908)

Windows®オペ
レーティングシステム

情報内容:
• オペレーティングシステムのコ

ミッショニング
• オペレーティングシステムの復元
• オペレーティングシステムの設定

• オンライン:
Microsoft® Windows® Server 2022
(https://support.industry.siemens.
com/cs/ww/en/view/109817286)
Microsoft® Windows® Server 2025
(https://support.industry.siemens.
com/cs/ww/en/view/109996605)

http://www.siemens.com/simatic-ipc-doku-portal
http://www.siemens.com/simatic-ipc-doku-portal
http://www.siemens.com/simatic-ipc-doku-portal
http://www.siemens.com/simatic-ipc-doku-portal
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109824908
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109824908
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109817286
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109817286
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109996605
https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109996605


1.2 製品ハイライト
SIMATIC IPC RS-828Aは、19インチの据付形式(2 U)の高性能産業用PCです。データセン
ターのハイエンドのパフォーマンスを産業環境、つまり生産ラインや大型マシンに直接もた
らします。

デバイス図

注記
注文した設定に応じて、このマニュアルで説明されている機能および図がお使いの装置の機
能と異なることがあります。

工業環境での24時間連続使用に対する最大限の工業互換性
• 最高45℃の周囲温度まで性能損失のない(スロットル)最大プロセッサ能力(最大設定)
• 高い電磁環境適合性を備えた頑丈なフルメタル筐体
• フロントファンとフロントカバーを使用したダストフィルタによる過圧排気コンセプト

による防塵保護
• 振動および衝撃荷重に対する頑丈さ
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高速データ処理による高生産性
• 最大96コア/192スレッド(デュアルソケット)を備えたZen4世代のAMD EPYC組み込み

9004「Genoa」サーバープロセッサ:
デュアルソケット:2x AMD EPYC 9124組み込みシリーズサーバープロセッサ(各16コア)
デュアルソケット:2x AMD EPYC 9254組み込みシリーズサーバープロセッサ(各24コア)
デュアルソケット:2x AMD EPYC 9354組み込みシリーズサーバープロセッサ(各32コア)
デュアルソケット:2x AMD EPYC 9454組み込みシリーズサーバープロセッサ(各48コア)

• デュアルチャネルテクノロジをサポートするDDR5メモリなどによる最大のパフォーマン
ス

• 高いデータ転率(たとえば、PCI ExpressテクノロジGen 5、USB 3.2 Gen 1 SuperSpeed +
(10 Gbps)、M.2 SSD、2x 10 Gbps LANオンボードを使用)

• 制御されたファンによる電力で調整された騒音レベル
• データセンターで使用される高性能AIアクセラレータカードを最大2枚サポート

停止時間を最短化することによる高システム可用性(設定に応じて使用可能)
• RAIDシステムによる高データセキュリティ:ハードウェアRAIDシステム
• RAID1システム：ホットスペア機能を含む取り外し可能なトレイ内の2台のSATAまたは

U.3 NVMeドライブへのデータミラーリング
• RAID5システム:ホットスペア機能を含む取り外し可能なトレイ内の3台のSATAまたはU.3

NVMeドライブを搭載した際の復元力とパフォーマンスの最適化
• 追加の内蔵M.2 SSDドライブ(オペレーティングシステム用)
• RAIDシステムの取り外し可能ドライブベイでのホットスワップ(運転中のドライブのス

ワッピング)
• BMC (ベースボード管理コントローラ)を使用した効率的なイベント診断、デバイスのリ

モート制御およびリモートメンテナンス
• 2.5インチSATAまたはU.3 NVMeおよびRDIMM DDR5メモリ(ECC付き)としてのSSD
• ランタイムの二重化電源用電源モジュールの交換

差別化された安全性コンセプト
• ロック可能なフロントカバーにより、コンポーネントを不正なアクセスから保護しま

す。たとえば、取り外し可能なトレイ内のドライブや装置用冷却ファンを固定します。
• イーサネットの場合は、前面のステータス表示によるデバイスモニタ。ファン、温度、

ウォッチドッグ、ドライブのアラーム。
• ローカリゼーションボタン(ID)による前面のデバイスの迅速なローカリゼーション
• BMC (ベースボード管理コントローラ)により不正アクセスから保護するためにフロント

パネルのインターフェースとボタンを無効化
• 動作中にデバイスのカバーが予期せず開いてしまうことを防ぐハウジングアラーム

ファンクション(侵入検知)
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高い投資保護
• AMDコンポーネントが組み込まれた長期安定性を備えたプラットフォーム
• 使用可能性:3～6年
• 保証されたスペア部品可用性:製品廃止後3年間
• 世界的な市場で認定
• レガシーインターフェースのサポート(COM、USB、VGA)
• 装置の世代間の設置互換性
• 世界的なサービスおよびサポート

コミッショニング、使用および整備のためのユーザーフレンドリーなアプリケーションシナリオ
• 高い柔軟性と拡張性を備えたタンクから統合インターフェイスまで、そして最大 

– 2 x デュアルスロットGPUカード用オプション2 x PCIe Gen5 16レーン(FHFL:フルハイ
トフルレングス)または 

– 4 x シングルスロットGPUカード用4 x PCIe Gen5 8レーン(FHFL:フルハイトフルレング
ス)

および

– 3 x PCIe Gen5 16レーン(FHHL:フルハイトハーフレングス)

• プリインストールされアクティベーションされたオペレーティングシステム
• オペレーティングシステムの引渡しの状態へのすばやい復元(同梱のデータストレージ媒

体を使用)
• 産業用サーバーとして汎用的に使用可能
• チーミング機能付きGB LAN (2 x 10 Gbpsイーサネットポート + 1 x BMC管理用イーサ

ネットポート)
• 修理しやすいデバイス設計(改造、修理)例: 工具を使用しないフィルタ交換、ドライブ交

換、フロントファン交換
• 伸縮レールによる柔軟な使用オプション

NVIDIA認定
• 高性能NVIDIA GPU拡張カードによりNVIDIAシステム向けに認定されています。

– NVIDIA A100 TensorコアGPU
– NVIDIA H100 TensorコアGPU
– NVIDIA L4 TensorコアGPU
– NVIDIA L40 GPU
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1.3 適用範囲
SIMATIC IPCは、システムインテグレータ、キャビネットデザイナ、システムエンジニアお
よびマシンデザイナに、以下の目的で制御およびセルレベルの高性能アプリケーションおよ
びITアプリケーション用の19インチラックPCプラットフォームを提供します: 

• プロセスおよび視覚化アプリケーション(例: 複数の仮想PLC、WinCCサーバー、仮想化
HMIクライアント、仮想エンジニアリングステーションを備えたシステム)

• 工業用画像処理
• 品質保証およびモニタタスク
• 測定、制御およびルールベースのタスク
• データ取得および管理
• 強力なAI処理(例: 非常に短い応答時間による複数の高解像度カメラの視覚検査)
• 実際のプラントデータを使用したプラントのシミュレーションと最適化を生産ラインで

直接実行
• 保存されたデータを使用してプラント内で直接AIのトレーニングと再トレーニングを実

行

1.4 装置の外部デザイン

1.4.1 前面パネル

7

① 取り付けハンドルについては、「固定装置 (ページ 40)」を参照してください。
② 2 x USB 3.2第1世代。タイプA (X60/X61)。

SuperSpeed。USB 3.0/2.0/1.1との下位互換性。各900 mA/大電流1

③ フロントカバー (ページ 51)
④ 不正アクセスに対する保護としてロック
⑤ リリーススライド
⑥ システムステータス表示 (ページ 20)
⑦ オペレータ制御 (ページ 19)
1装置のUSBインターフェイス上の電流の合計が3 A以下

14
サーバーSIMATIC IPC RS-828A

操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC

製品の説明
1.4 装置の外部デザイン



1.4.2 取り外し可能なトレイ付きドライブケージ
SSDドライブのドライブケージは、フロントカバーの後ろにあります。
フロントカバーはロック可能です。したがって、ドライブは不正なアクセスから保護されま
す。
6台の2.5インチドライブを取り外し可能なトレイに設置することができます。したがって、
デバイスのハウジングを開けずに、外部からドライブに簡単にアクセスできます。

取り外し可能なトレイを備えたドライブケージの配置

1 2 3 4 5 6

① ドライブ0 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

② ドライブ1 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

③ ドライブ2 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

④ ドライブ3 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

⑤ ドライブ4 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

⑥ ドライブ5 SATAまたはU.3 NVMe用の2.5インチSSDドライブ

関連情報
装置のすべてのドライブの使用条件に関する技術的な注意事項と情報は、「取り外し可能な
トレイを備えたドライブケージ内のドライブ (ページ 94)」と「マザーボード上のドライブ
(内蔵) (ページ 96)」で確認できます。
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1.4.3 装置の背面

① 電源接続 (ページ 18)

② インターフェース (ページ 17)

③ 拡張カード用のGPUライザーケージ(内部) (ページ 78)

④ 拡張カード用のPCIeライザーケージ(内部) (ページ 86)
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1.4.4 インターフェースおよび接続

1.4.4.1 インターフェース

注記
「外部インターフェース (ページ 154)」でインターフェースに関する詳細な情報を参照でき
ます。

フロントパネルのインターフェース 
詳細については、「前面パネル (ページ 14)」を参照してください。

装置背面のインターフェース 

2 31 4 5 61

① 4 x USB 3.2第1世代。タイプA (X63/X64/X65/X66)
SuperSpeed。USB 3.1/3.0/2.0/1.1との下位互換性。それぞれ900 mA/高電流1

② 1 x VGA (X70)
モニター接続用の9ピンD-SUBソケット

③ 1 x COM1 (X30)
シリアルポート1 (V.24)、9ピンD-SUBソケット

④ オペレータ制御 (ページ 19)
⑤ 1 x Ethernet (X1P1)

BMC管理ポートへの最大1 GbpsのEthernet RJ45接続については、「装置のモニタリング
(ページ 61)」を参照してください。

⑥ 2 x Ethernet (X2P1/X3P1)
最大10 GbpsのEthernet RJ45接続

1装置のUSBインターフェイスでの電流の合計が3 A以下

17

製品の説明
1.4 装置の外部デザイン

サーバーSIMATIC IPC RS-828A
操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC



下記も参照
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)
グラフィックの技術仕様 (ページ 136)
装置をオフにする (ページ 49)
拡張カード (ページ 76)

1.4.4.2 電源接続

2600 W電源ユニット用ソケット(2 モジュール、冗長)

21 21

① 取り付けブラケット
② ボルト留め付きソケット
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1.4.5 オペレータ制御

警告
感電のリスク
以下で説明するボタンは、装置をライン電圧から完全に切断するものではありません。
また、「装置をオフにする (ページ 49)」の注意事項および情報も参照する必要がありま
す。

フロントパネルのオペレーターコントロール

1 2

3

① PWR オン/オフボタン:
オン/オフボタンは、オペレーティングシステムの起動およびシャットダウンを行い
ます。
詳細については、「装置の電源スイッチ投入 (ページ 48)」と「装置をオフにする
(ページ 49)」で確認できます。

② ID ローカリゼーションボタン:
ローカリゼーションボタンはID LEDのオンとオフを切り替えます。保守作業中に、
制御キャビネット内の装置の位置を特定するためにローカリゼーションボタンが使
用されます。

③ リセット リセットボタン:
リセットボタンは、装置が操作できなくなったときの緊急時用です。
詳細については、「装置の電源スイッチ投入 (ページ 48)」と「装置をオフにする
(ページ 49)」で確認できます。
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デバイスの背面にあるオペレーターコントロール

21 3

① PWR オン/オフボタン:
オン/オフボタンは、オペレーティングシステムの起動およびシャットダウンを行い
ます。
詳細については、「装置の電源スイッチ投入 (ページ 48)」と「装置をオフにする
(ページ 49)」で確認できます。

② (2文字表
示)

ステータスインジケータ:
装置に関するステータスやエラーコードを表示する2桁の文字ディスプレイ。
詳細については、「デバイスのステータスとエラーコード (ページ 154)」で確認で
きます。

③ ID ローカリゼーションボタン:
ローカリゼーションボタンはID LEDのオンとオフを切り替えます。保守作業中に、
制御キャビネット内の装置の位置を特定するためにローカリゼーションボタンが使
用されます。

1.4.6 ステータス表示

1.4.6.1 システムステータス表示

システムの次のステータス表示は、前面パネルまたは装置の背面にあります。「前面パネル
(ページ 14)」または「装置の背面 (ページ 16)」を参照してください。 
それらは、デバイス構成部分のステータスに関する情報を提供します。

フロントパネルにあるシステムのステータス表示

1 2

7

6

3

4

5
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項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

OFF スイッチがオフか、主電源から接続
解除されている

緑色点滅 スタンバイモード

緑色 PC作動中

① PWR 動作状態

赤色 電源異常

OFF 無効② ID デバイスのローカリ
ゼーション 青色 要求された装置のローカリ

ゼーション。
詳細については、「装置のモニタリ
ング (ページ 61)」で確認できま
す。

OFF 接続なし

緑色点滅 データトラフィック
③ X1P1

X2P1
Ethernetステータス
表示

緑色 接続

OFF エラーなし

赤色点滅 注意:動作温度が温度しきい値に達し
ました。1

④ TEMP 温度状態

赤色 警告:動作温度が臨界値を超えていま
す。1

OFF エラーなし

赤色点滅 重大ではないエラー:
0 rpm < ファン速度 < 1500 rpm

⑤ FAN ファンのステータス

赤色 重大なエラー/障害が発生しました:
ファン速度 = 0 rpm

OFF ハードディスクが有効ではありませ
ん

緑色 SATA SSDドライブが有効です

⑥ HDD ハードディスク/ド
ライブのステータス

緑色点滅 M.2 SSDドライブが有効です

OFF 無効

緑色 有効
⑦ WDT ウォッチドッグのス

テータス

赤色 期限切れ
1 温度しきい値は、SIMATIC IPC BMC-Webserverで確認し、変更することができます。
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装置の背面にシステムのステータスが表示されます。

21 3

項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

OFF スイッチがオフか、主電源から接続
解除されている

緑色点滅 スタンバイモード

緑色 PC作動中

① PWR PCの動作モード

赤色 電源異常

② (2文字表示) ステータスインジ
ケータ

数 デバイスに関するステータスコード
やエラーコードを表示します。
詳細については、「デバイスのス
テータスとエラーコード (ページ
154)」で確認できます。

OFF 無効③ ID デバイスのローカリ
ゼーション 青色 要求された装置のローカリ

ゼーション。
詳細については、「装置のモニタリ
ング (ページ 61)」で確認できま
す。

1.4.6.2 Ethernetインターフェースのステータス表示

イーサネットインターフェイスはデバイスの背面にあります。

3 41 2

65
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項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

OFF 100 Mbps/10 Mbps

黄色 1 Gbps
① LED 1 データ転送速度

イーサネットX1P1
(BMC管理ポート)

緑色 10 Gbps

OFF 接続なし

緑色 接続が確立されました
② LED 2 接続ステータス

イーサネットX1P1
(BMC管理ポート)

緑色点滅 データトラフィック

OFF 100 Mbps/10 Mbps

オレンジ 1 Gbps
③ LED 3 データ転送速度

イーサネットX2P1

緑色 10 Gbps

OFF 接続なし

緑色 接続が確立されました
④ LED 4 接続ステータス

イーサネットX2P1

緑色点滅 データトラフィック

OFF 100 Mbps/10 Mbps

オレンジ 1 Gbps
⑤ LED 5 データ転送速度

イーサネットX3P1

緑色 10 Gbps

OFF 接続なし

緑色 接続が確立されました
⑥ LED 6 接続ステータス

イーサネットX3P1

緑色点滅 データトラフィック

下記も参照
インターフェース (ページ 17)

1.4.6.3 二重化電源のステータス表示

電源ステータスインジケーターは装置の背面にあります。

1 1

項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

OFF • モジュールはサービス停止中で
す 

① LED 電源モジュールのス
テータス

緑色 • モジュールは動作しており機能
している。
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項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

緑色点滅 • ファームウェアが更新済み

オレンジ色 • 使用可能なACデータ伝送ケーブ
ルがない

• 2番目のモジュールが動作してい
る場合、装置には引き続き電力
が供給される

オレンジ点滅
(ゆっくり)

要注意、モジュールはまだ動作中:
• 温度が高すぎる
• 電圧が強すぎる
• ファンの速度が低すぎる

① LED 電源モジュールのス
テータス

オレンジ点滅(速い) 警告、モジュールのシャットダウ
ン、重大なエラー:
• 臨界温度
• ファンが故障

1.4.6.4 ドライブ用の取り外し可能トレイのステータス表示

1 2

項目 ステータス表
示

意味 ステータス 説明

OFF ドライブが起動していない

緑色 ドライブが起動している
① LED 1 ステータス

緑色点滅 データの読み取りまたは書き込み

OFF エラーなし

赤色 エラー - 直ちに交換が必要
② LED 2 動作中

赤色点滅 RAIDシステムが有効:
RAIDリカバリ

注記
個々のドライブの位置に関する情報は、「取り外し可能なトレイ付きドライブケージ
(ページ 15)」で確認できます。
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下記も参照
取り外し可能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ (ページ 94)
マザーボード上のドライブ(内蔵) (ページ 96)

1.5 装置の内部構造

内部構造 - ライザーケージ付きディスプレイ

① PCIeライザーケージ: 
• 拡張カード用スロット x 3

② GPUライザーケージ:
• シングルスロット拡張カード用スロット x 4

または
• デュアルスロット拡張カード用スロット x 2
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③ GPU レール:
GPUライザーケージ内の拡張カード用ブラケット

④ エアダクト:
ユニット内の空気の流れを制御するには

⑤ モジュールの内容:
• 取り外し可能なトレイにドライブ x 6 (前面からアクセス可能)
• 装置用冷却ファン x 6 (前面からアクセス可能)

内部構造 - ライザーケージなしのディスプレイ

⑥ M.2 SSDドライブ用スロット x 2
⑦ マザーボード
⑧ 2 x 電源ユニット用スロット(冗長電源)
⑨ 攻撃検知システム(Intrusion Detection System):

装置カバーの不正オープニングに対する警報機能
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⑩ メモリモジュール用スロット x 24
⑪ プロセッサ x 2、ヒートシンク付き
⑫ 取り外し可能なトレイの2.5インチドライブ用バックプレーン

1.6 付属品とスペア部品

1.6.1 ハードウェアアクセサリ
納品範囲に含まれていないSiemensからの付属品は、お使いの装置用に入手可能です。

SIEMENS Industry Mallからの付属品の入手
1. インターネットで、Industry Mall (https://mall.industry.siemens.com)に移動します。
2. お客様のデータを使用してログインします。
3. ユーザー言語を選択します。
4. 製品カタログ内のデバイスに移動します(左側のツリートポロジ)。 

「オートメーションテクノロジ」>「PCベースのオートメーション」>「産業用PC」
>「ラックPC」> ...

5. 左側のツリートポロジで、次をクリックします:SIMATIC IPC RS-828A。
6. 表示領域で[付属品]タブを選択します。

SIEMENSスペア部品サービス
スペア部品の注文、提供および納入に関する情報は、「産業的オンラインサポート：スペア
部品サービス (http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/16611927)」で参照でき
ます。

1.6.2 ソフトウェアの付属品

ソフトウェア製品に関する情報、ならびにオンラインカタログおよび注文システム(Industry
Mall (https://mall.industry.siemens.com))への参照情報は、SIMATIC IPCソフトウェア
(http://www.automation.siemens.com/mcms/pc-based-automation/en/industrial-
pc/expansion_components_accessories)ホームページで参照できます。

27

製品の説明
1.6 付属品とスペア部品

サーバーSIMATIC IPC RS-828A
操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC

https://mall.industry.siemens.com
http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/16611927
https://mall.industry.siemens.com
http://www.automation.siemens.com/mcms/pc-based-automation/en/industrial-pc/expansion_components_accessories
http://www.automation.siemens.com/mcms/pc-based-automation/en/industrial-pc/expansion_components_accessories


サーバーSIMATIC IPC RS-828A
操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC28

安全に関する注意事項 2
2.1 一般的な安全上の注意事項

警告
システムの設置者は、装置が統合されているシステムの安全性に責任があります。
死亡事故や重傷を引き起こす可能性がある誤動作の危険があります。
• 適切な有資格の担当者のみが作業を実行するようにしてください。

制限付きアクセスエリア

警告
制限付きアクセスエリア
Equipment is intended for installation in Restricted Access Area.
Das Gerät ist für die Installation in Bereichen mit eingeschränktem Zugang vorgesehen.
Les matériels sont destinés à être installés dans des EMPLACEMENTS À ACCÈS RESTREINT.
• 適切な有資格の担当者のみが装置で作業を実行するようにしてください。

電気ショックによるリスク

警告
感電のリスク
オン/オフボタンは、装置をライン電圧から完全に切断しません。
装置または接続線に損傷がある場合、火災が発生するリスクもあります。
• 装置に対して作業を実施する前、または装置を長期間使用しないときは、装置を必ずラ

イン電圧から完全に切り離してください。
• 制御キャビネットの取り付け:できるだけ装置に近い位置にある、アクセスしやすい中央

主電源回路ブレーカーを使用します。



落雷の危険

危険
落雷の危険
落雷がメインケーブルおよびデータ伝送ケーブルに入り、人が感電する場合があります。
死亡、重傷および火傷の原因になる可能性があります。
• 雷雨が近づいているとき、早めに装置を主電源から切り離してください。
• 雷が鳴っている間は、電源ケーブルおよびデータ伝送ケーブルに触らないでください。
• 電気ケーブル、配電器、システムなどから十分な距離を保ってください。

機能制限の回避

通知
未確認プラント運営の場合に起こりうる機能制限
本装置は、技術標準に基づいて試験され認証されています。まれに、プラント運営中に機
能制限が発生することがあります。
機能制限を回避するには、プラントの正常な動作を検証する必要があります。

ESD指令
静電気に敏感な装置には、適切なシンボルでラベル付けすることができます。

通知
静電放電により破損する恐れのある部品(ESD)
装置には、静電気放電によって破損する可能性のある電子部品が内蔵されています。これ
は、機械やプラントの故障や損傷が生じるおそれがあります。
装置を開く前に、対応する予防措置を講じる必要があります。
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2.2 輸送と保管に関する注意事項

輸送と保管に起因する損傷

通知
輸送および保管時の装置の損傷
装置が梱包されずに輸送または保管された場合、衝撃、振動、圧力、および湿気が、保護
されていないユニットに影響を及ぼした可能性があります。損傷した梱包は、周囲条件に
よって装置がすでに大きな影響を受けており、装置が損傷している可能性があることを示
しています。
これにより、装置、機械、またはプラントが機能不良になることがあります。
• 元の梱包を保持してください。
• 装置は、輸送および保管するために、元の梱包材で梱包してください。

警告
破損した装置が原因の電気的衝撃および火災の危険
破損した装置は、危険な電圧にさらされ、機械またはプラントで火災を引き起こす可能性
があります。破損した装置は、予測できない特性を持ち、予測できない状態になっていま
す。
死亡または重傷の恐れがあります。
• 損傷した装置の設置およびコミッショニングはしないでください。
• 損傷した装置にラベルを付け、しっかり保管してください。速やかな修理のために装置

をお送りください。

結露による損傷

通知
結露による損傷
装置が輸送中に低温または極端な温度変動にさらされる場合、HMIデバイス表面または内
部に湿気が発生することがあります(結露)。
湿気は電気回路の短絡の原因となり、装置を損傷することがあります。
• 装置は乾燥した場所に保管してください。
• 装置は、起動する前に室温に合わせてください。
• 装置を過熱装置からの直接の熱放射に曝さないでください。
• 結露が発生した場合、12時間程度待つか、装置が完全に乾いてからオンにします。
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2.3 取り付けに関する注意

注記
装置がロック可能な制御キャビネット内で動作していることを確認してください。

ラック取り付け

注記
ラック取り付けの注意事項
• 高い操作温度

密封された、または複数ユニットのラックに設置する場合、操作周囲温度が部屋の温度
よりも高い場合があります。メーカーから推奨されている環境で装置を設置します。

• エアフローの減少
ラックに装置を設置するとき、装置の安全な操作のために必要なエアフローを確保する
必要があります。

• 機械負荷
ラックの装置への設置は、均一でない機械負荷のために危険が引き起こされないように
する必要があります。

• 回路の過負荷
装置を電源に接続するとき、装置の銘板で指定されている定格値に従います。

• 信頼できる接地
ラック取り付け装置の信頼できる接地を確保する必要があります。

制御キャビネット内の装置

危険
制御キャビネットが開いている場合の感電死のリスク
制御キャビネットを開くとき、一部の領域またはコンポーネントは、恐らく他の装置が原
因で、感電死に至る電圧が印加されている場合があります。
こうした領域やコンポーネントに触れると、死亡や重傷を引き起こす危険があります。
• パネルを開く前に常にキャビネットと主電源を切断してください。
• 制御キャビネットの電源が偶発的にオンにならないように注意してください。
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2.4 周辺条件および環境条件に関する注意事項

承認

警告
無効になる承認
システム設置に関する以下の条件を遵守しない場合は、
UL 62368-1およびEN 62368-1に従った承認が無効となり、過熱および人身傷害のリスクが
発生します。
• 周辺条件および環境条件に関する次の情報を順守する必要があります。 

周辺環境および環境条件

通知
周囲条件および耐化学性
不適切な周囲条件は、装置を故障させたり、損傷させる可能性があります。
準拠を怠ると、IEC/EN/UL 62368-1に従った保証が無効になります。
• 装置は閉め切った室内でのみ操作してください。 
• 技術仕様で指定された周囲条件に従って装置を操作してください。
• 装置の設置時には、許容設置位置に準拠します。
• 装置の通気口はカバーしないでください。
• 装置を腐食性の蒸気や気体にさらされる過酷な環境では操作するときは、清浄空気の供

給を確保する必要があります。
• 濡れた布を使って筐体表面を清掃し、装置に水が入り込まないようにしてください。

プロジェクトを計画するとき、次の点を考慮する必要があります。

• 操作説明書で指定されている気候および機械的な使用環境条件。
• 装置を腐食性の蒸気や気体にさらされる過酷な環境では操作しないでください。
• 極端な周囲条件を避けてください(例、熱)。
• 装置を直射日光や強い光が当たる位置に置かないでください。
• 装置を危険がないようにして設置します。
• 通気口スロットの領域に最低50 mmの空間を常に確保し、筐体の通気スロットを覆わな

いでください。
• 配線によっては、装置の背後に50 cm以上の距離が必要です。
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高周波放射

注意
無線外乱に対する耐性
本デバイスは、技術仕様の電磁環境適合性に関する仕様に従って、無線放射への耐性が向
上しています。
指定されたイミュニティ範囲外の高周波放射は、装置の故障を引き起こすことがありま
す。
負傷したり、プラントが損傷したりします。
• 高周波放射を回避します。
• 装置の環境から放射源を取り除きます。
• 放射している装置をオフにします。
• 放射している装置の出力を減少させます。
• 電磁環境適合性に関する情報をお読みください。

2.5 I/Oデバイスに関する情報

注意
I/O装置が原因の故障
I/O装置を接続すると、装置の故障の原因になる可能性があります。
負傷および機械やプラントの損傷につながる場合があります。
• EN 61000-6-2およびIEC 61000-6-2に準拠して、工業用途に承認されているI/O装置のみ

を接続してください。
• ホットプラグ接続のできないI/O装置は、装置を電源から切り離した後に限って接続する

ことができます。

通知
回生フィードバックによる損傷
接続または設置されたコンポーネントによる対地電圧の回生フィードバックによって、装
置が破損する可能性があります。
接続または内蔵されたI/O、たとえばUSBドライブでは、装置に電圧を提供することができ
ません。 
回生フィードバックは、通常許可されません。
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注記
逆起電力を測定するときは、以下のことに注意してください。
• 問題のコンピュータの電源をオフにして、電源コネクタを挿したままにする必要があり

ます。
• 測定中は、プラントからコンピュータへのすべてのケーブルは接続しておくべきです。
• プラントの他のすべての構成部品が作動状態であることが必要です。

2.6 装置およびシステム拡張に関する注意事項

装置およびシステム拡張

注意
装置の過熱による火災の危険
拡張カードにより、追加熱が発生します。装置は、過熱したり火災の原因になる可能性が
あります。
• 拡張カードの安全および設置手順に従ってください。
• 最大許容電力消費値を順守してください。

通知
装置およびシステム拡張が原因の損傷
装置およびシステムの拡張は障害を含む場合があり、装置、機械またはプラント全体に影
響を及ぼす可能性があります。これらは、無線干渉抑制に関する安全規則に違反する場合
もあります。 
装置またはシステムの拡張を設置または交換し装置が損傷した場合は、保証が無効になり
ます。
• 装置を開ける前に必ず電源プラグを外してください。
• 本装置用に設計された装置またはシステムの拡張のみを設置します。
• 技術仕様に提供されている「電磁環境適合性」に関する情報に注意してください。

技術サポートチームまたは販売店に連絡して、設置に適する装置およびシステムの拡張を確
認してください。
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責任の制限 
• 装置のすべての技術仕様と承認は、有効なCE承認(CEマーク)の付いた拡張コンポーネン

トを使用している場合にのみ有効になります。
• 関連するマニュアルの拡張コンポーネントの設置手順を順守してください。
• 本装置のUL規格の認定は、UL認定部品を「適合条件」に従って使用した場合に限って適

用されます。
• 我々は、サードパーティ製の装置またはコンポーネントの使用によって生じた機能の制

限について責任を負うものではありません。
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装置の設置と接続 3 
3.1 設置準備

3.1.1 納品範囲

装置および装置のハードウェア
• ラックPC SIMATIC IPC RS-828A
• 電源ケーブル(国固有): 

電源コードと一緒に注文した場合、冗長電源用の電源ケーブル2本
• フロントカバー、キー2本付き
• USBフラッシュドライブ1個:

– インストールされているMicrosoft® Windows®オペレーティングシステムを復元する
ためのソフトウェアおよびツール

– 装置ドライバ
– 装置のクイックインストールガイド
– 装置の操作説明書
– 製品情報
– ファームウェア/BIOSの説明と

インターフェースのハードウェアの説明
があるマザーボードのユーザーマニュアル(UM)

オペレーティングシステム
注文した装置設定に基づいて、装置は、インストール済みオペレーティングシステムがあり
またはなしで装備されます。
注文したMicrosoft® Windows®オペレーティングシステムに関する情報は次で参照できま
す:「装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)」または「オペ
レーティングシステムの技術仕様 (ページ 137)」。

印刷されたドキュメント
• クイックインストールガイドSIMATIC IPC RS-828A
• 製品情報「お使いの装置に関する重要な注意事項」



3.1.2 納品パッケージの確認

警告
破損した装置が原因の電気的衝撃および火災の危険
不適切な保管または輸送によって損傷された装置は、作業者のけがや装置への重大な損害
を引き起こすことがあります。
「輸送と保管に関する注意事項 (ページ 30)」の警告に従う必要があります。

手順
1. 納入されたユニットに目視可能な輸送による損傷の兆候がないかチェックします。 

納品時に輸送による損傷が見つかった場合、担当の出荷会社に対して苦情を申し立てて
ください。直ちに輸送中の損傷状況を搬送者に確認させてください。

2. 取り付け場所で装置の梱包を解いてください。
3. 再度ユニットを運搬する必要が生じたときのために、元の梱包材を保管しておいてくだ

さい。 
4. 納品範囲 (ページ 36)および注文したすべての付属品 (ページ 27)が全部揃っており破損

がないことを確認します。
パッケージの内容が不完全、損傷しているまたは注文内容に対応していない場合、アフ
ターサービス情報システム(ASIS) (http://siemens.com/asis)を使用して製品の納入や修理
ついてのフィードバックを送信できます。
「製品納入:品質チェックと修理に関するフィードバック」の見出しのある製品納品用の
オンラインフォーム(品質管理通知)に入力します。

5. マニュアルは安全な場所に保管してください。それは、初回コミッショニングに必要で
あり、装置の一部です。

6. 装置の識別データ (ページ 38)を書き留めてください。
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3.1.3 装置の識別データ
装置は、修理が必要だったり、紛失した場合は、この識別データを使用して一意に識別する
ことができます。
次の図に例を示します。装置のデータは、これらの例のデータとは異なる場合があります。

銘板
銘板は装置のハウジングにあります。

1 3 4 52

68 7

例:SIMATIC IPC RS-828A銘板(銘板の情報は装置固有です)
① 装置に関する情報のQRコード
② 装置の商品番号(装置固有)
③ 装置のシリアル番号(装置固有)
④ MAC-Addresses (Media Access Control Addresses):

装置のLANポートのMACアドレス(装置固有)
⑤ FS (機能状態):装置の機能状態
⑥ 認証、承認およびマーク (ページ 169)
⑦ FCC (USA) (ページ 144)
⑧ ICES Compliance (Canada) (ページ 144)

COAラベル
COA (Certificate of Authenticity)ラベルは、付属の封筒にあります。

注記
COAラベルは、Microsoft® Windows®オペレーティングシステムがインストールされて出荷
される装置のみに使用可能です。
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例:オペレーティングシステムMicrosoft® Windows® Server 2022 StandardのCOAラベル

下記も参照
装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)

3.2 装置の取り付け

3.2.1 取り付けタイプ

水平:伸縮レールへの取り付け
本装置は、コントロールキャビネットおよび19インチラックシステムに水平に取り付けで
きます。
取り付けに伸縮レールを使用するときは、本装置はキャビネットまたはラックから完全に引
き出すことができます。「伸縮レールの技術仕様 (ページ 137)」の情報に注意してくださ
い。

水平:装置ベースへの取り付け
この取り付けタイプは、IEC60297-3-100に準拠した要件に適合しています。

関連情報
これについての詳細は、装置に同梱されているQIG (クイック設置ガイド)で参照できます。
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3.2.2 固定装置

警告
危険な電圧および火災の危険
設置および取り付け中の不適切な行動は、作業者のけがや装置への重大な損害を引き起こ
すことがあります。
下記の設置および組立に関する注意事項を順守する必要があります。
• 取り付けに関する注意 (ページ 31)
• 周辺条件および環境条件に関する注意事項 (ページ 32)

危険
制御キャビネットが開いている場合の感電死のリスク
制御キャビネットを開くと、特定のエリアやコンポーネントに危険な電圧が存在します。
こうした領域やコンポーネントに触れると、死亡や重傷を引き起こす危険があります。
• パネルを開く前に常にキャビネットと主電源を切断してください。
• 制御キャビネットの電源が偶発的にオンにならないように注意してください。

注意
怪我の危険
本装置は前面パネルの19インチブラケットだけで取り付けるには重すぎます。
本装置が落下して、周囲の人が怪我をして装置が損傷する恐れがあります。
• 追加の措置を使用して装置の安全を確保します。伸縮レールの取り付けネジは、装置に

5 mm以上突き出ることはできません。
• フロントパネルでブラケットを使用して装置の持ち上げおよび輸送を行います。

取り付けハンドル
フロントパネルには、前方に折りたたむことができる取り付けハンドルが左右にあります。
これら2つの取り付けハンドルを使用すると、ユニットを制御キャビネットに安全にスライ
ドさせて出し入れできます。
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マッシュルームヘッドリベット
アングルブラケットまたは伸縮レールのマッシュルームヘッドリベットの位置に関する詳細
情報は、「伸縮レールの技術仕様 (ページ 137)」で確認できます。

下記も参照
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)

3.2.3 伸縮レールによる装置の設置

必要条件
• 2つの伸縮レール
• プラススクリュードライバPH 1x8
• 8 mmレンチ

手順

別々のレール
1. 伸縮レールの内側のレール(A)をカ

チッと音がするまで引き出します。
2. 内側のレールにある白いラッチ(矢印

付き)を押し、矢印の方向にスライド
させて、内側のレール(A)を中央の
レール(B)から分離します。

A

B

CClick!

Pull
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3. 各側面の5つのブラインドリベットを
使用して、2つの内側のレールを装置
の側面に固定します。
これを行うには、装置上のブラインド
リベットが内側のレールの指定された
穴から突き出るように内側のレールを
配置し、金属製の張力スプリング
(D)が4番目のブラインドリベットに噛
み合うまで、内側のレールを装置の後
方に向かってスライドさせます。
注記:内側のレールの青いラッチスラ
イダーが装置の前面を向いていること
を確認します。

D

サーバーキャビネットに外側のレールを取り付けます
4. 中央のレール(B)のラッチ(E)を上方に

押します。
5. 中央のレール(B)を外側のレール(C)に

完全に押し戻します。
E

E

6. さらに組み立てが必要な場合:
• プラススクリュードライバ

PH 1x8または8 mmレンチを使用し
て、外側のレールのネジとナット
を緩めます。

• レールアタッチメントを正しい長
さ(サーバーキャビネットの深さに
応じて合わせます)に配置し、適切
な穴にネジを再度挿入して、ネジ
を再度締めます。

M4x10L

M4_NUT

7. サーバーキャビネット内に外側の
レール(C)を固定します。以下の手順
を行います。
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• 四角いボルトを使用して外側の
レールを背面の垂直ラックレール
に引っ掛け、カチッと音がして所
定の位置に収まるまで後方に引き
ます。

装置の背面

クリック!

押す

• 同様に、外側のレールのもう一方
の端を四角いボルトを使用して前
面の垂直ラックレールに差し込
み、カチッと音がして所定の位置
に収まるまで前方に引きます。

クリ
ック!

前面パネル

装置をサーバーキャビネットに差し込み、固定します。
8. サーバーキャビネットで、カチッと音

がして所定の位置に収まるまで中央の
レールを引き出します。 
注記:ボールベアリングホルダーが中
央レールの前面に配置されていること
を確認します。

9. 装置に取り付けられたレールを中央の
レールに最後まで差し込みます。

Click!

10. 装置をサーバーキャビネットに完全に
取り付けるには、両側の内側レールに
ある青いラッチを押すか引きます。

43

装置の設置と接続
3.2 装置の取り付け

サーバーSIMATIC IPC RS-828A
操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC



サーバーラックから装置を取り外す
1. 伸縮レールを使用して装置を

サーバーキャビネットから引き出しま
す。

2. 装置を取り外すには、内側のレールに
ある白いラッチ(矢印付き)を押して、
矢印の方向にスライドします。

Pull

3.3 デバイスの接続

3.3.1 電源電圧に関する国固有の情報

USAおよびカナダ 

電源電圧120 V / 230 V / 240 V
使用される電源コードは、装置の最大電流入力および周囲温度の定格に適合しており、次の
標準の要件に適合していることを確認してください。

• ANSI/UL 817 
• CSA C22.2 No. 21

使用される装置コネクタ、接続ソケットおよび接続材料が、装置の最大電流入力および周囲
温度の定格に適合しており、次の標準の要件に適合していることを確認してください。

• ANSI/UL 498およびCSA C22.2 No. 42
• CSA C22.2 No. 182.1
• CSA C22.2 No. 182.2
• CSA C22.2 No. 182.3

アメリカおよびカナダ以外の国について 

電源電圧230 V AC
この装置には安全試験済みの電源コードが装備され、接地されたSCHUKOソケットコンセン
トにのみ接続可能です。 
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電源ケーブルを使用しない場合、装置の最大電流消費および最高周囲温度の定格に適合して
おり、装置が設置される国の安全規制に適合するフレキシブルケーブルを使用してくださ
い。 
電源コードおよびプラグコネクタは、規定のマークに対応している必要があります。

3.3.2 二重化電源(AC)の接続

警告
不適切な電源システム上で操作するときの怪我や物的損傷 
装置を不安定な電源に接続する場合、高すぎるまたは低すぎる電圧や電流が装置に印加さ
れます。
作業者の怪我、誤作動または装置の損傷を招くことがあります。 
• 装置の許容定格電圧は、ローカルライン電圧と一致する必要があります。 
• 接地されている電源ネットワークでのみ装置を作動させてください(VDE 0100、パート

100またはIEC 60364‑1に準拠したTNネットワーク)。 
• 接地されていないまたはインピーダンス接地ネットワークでの作動は許可されていませ

ん。

警告
感電のリスク
オン/オフボタンは、装置をライン電圧から完全に切断しません。 
装置または接続線に損傷がある場合、火災が発生するリスクもあります。
• 装置に対して作業を実施する前、または装置を長期間使用しないときは、装置を必ずラ

イン電圧から完全に切り離してください。
• 制御キャビネットの取り付け:可能な場合、装置の近くで、集中化された、簡単にアクセ

ス可能なAC回路ブレーカーを使用します。

警告
制御キャビネットが開いている場合の感電死のリスク
妨害信号の放出は、アース接続されたソケットに接続された電源コードによって確実に行
われます。
• 電源コードは必ずアース接続のあるソケットにのみ接続してください。

必要条件
• 「電源電圧に関する国固有の情報 (ページ 44)」にある情報を順守してください。
• 装置の電源がオフになっていること。「装置をオフにする (ページ 49)」を参照してくだ

さい。
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手順
1. 電源コードを対応するソケットに接続します。ソケットの位置に関する情報は、「電源

接続 (ページ 18)」で確認できます。
2. 電源コードをソケットに接続します。

注記
電源コードがデバイスから誤って抜けないように、ケーブルをストレインリリーフで固
定してください。

3.3.3 I/O装置の接続

注意
I/O装置が原因の故障
I/O装置の不適切な接続は、装置の故障の原因になる可能性があります。
負傷および機械やプラントの損傷につながる場合があります。
• 「I/Oデバイスに関する情報 (ページ 33)」のI/O装置の接続に関連する警告を順守する必

要があります。

手順

注記
アダプタまたは拡張機能なしで、接続対象のI/Oのオリジナル接続を使用します。

1. I/O装置を該当するインターフェースに接続します。
インターフェースの位置に関する情報は、「インターフェース (ページ 17)」で確認でき
ます。

2. 必要な場合、ストレインリリーフを使用して、ケーブルを固定します。
「ケーブルの固定 (ページ 47)」を参照してください。

3.3.4 ネットワークへの装置の接続
以下のオプションは、既存または計画中のシステム環境/ネットワークへの装置の統合に使
用することができます。 

Ethernet 
• SIMATIC S7などのプログラマブルコントローラとの通信およびデータ交換には、統合

イーサネットインターフェース(10 Gbps)を使用できます。これには、「SOFTNET S7」ソ
フトウェアパッケージが必要です。 

• 統合されたBMC管理ポートインターフェース(1 Gbps)により、統合されたBasement
Management Controllerへのリモートアクセスが可能になります。詳細については、「装
置のモニタリング (ページ 61)」を参照してください。
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SIMATIC NET 
このソフトウェアパッケージを使用すると、フィールドアンドコントロールレベルの革新的
ネットワークを作成、操作、および設定することができます。この点に関する情報は、
「SIMATIC NET (http://w3.siemens.com/mcms/automation/en/industrial-
communications/Pages/Default.aspx)」で参照できます。
ソフトウェアパッケージとマニュアルは、この納品範囲に含まれていません。

関連情報
詳細については、インターネットで次の場所を参照してください: 技術サポート
(https://support.industry.siemens.com)

3.3.5 ケーブルの固定

ケーブルが装置から誤って緩むのを防ぐために、ストレインリリーフが使用されています。

注記
ケーブルが装置から誤って外れないように、ケーブルをストレインリリーフで固定してくだ
さい。
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デバイスのコミッショニング 4 
4.1 装置の電源スイッチ投入

必要条件
• 電源が接続されています (ページ 45)。

手順 
• 装置のオン/オフボタンを押します。ボタンの位置に関する情報は、「オペレータ制御

(ページ 19)」で確認できます。

注記
または、SIMATIC IPC BMC-Webserverを使用してリモートメンテナンスファンクションによ
り装置の電源を入れることもできます。
詳細については、「BMC Webサーバーによるリモートモニタ (ページ 64)」で確認できま
す。

インストール済みのWindows®オペレーティングシステムのコミッショニング
装置の初回起動およびインストール済みのWindows®オペレーティングシステムのコ
ミッショニングに関する情報は、オペレーティングシステムのマニュアルで参照できます。
これについての詳細は、「装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ
10)」も参照してください。

4.2 装置の自動スイッチオンの設定
ファームウェア設定で、20 ms以上メイン電源から分離された後にメイン電圧が回復した場
合に、自動的に装置が再度起動するよう指定することができます。
ファームウェア設定を使用してこの機能を設定します。

• AC損失制御

これに関する情報は、詳細なファームウェア/BIOS説明で参照できます。「装置を操作する
ための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)」を参照してください。
メイン電圧の正確な最小必須ダウンタイムは、デバイス機器およびアプリケーションに
よって異なります。



4.3 装置をオフにする

オペレーティングシステムのシャットダウン

アクティブなオペレーティングシステムの場合:
• オペレーティングシステムを介してオペレーティングシステムを適切にシャットダウン

します。

非アクティブなオペレーティングシステムの場合:
• オン/オフボタンを4秒間押します。オン/オフボタンの位置に関する情報は、「オペ

レータ制御 (ページ 19)」で確認できます。

結果
ステータス表示「PWR」が緑色で点滅します。
装置はオフになりますが、ライン電圧から完全に接続解除されていません。

注記
または、SIMATIC IPC BMC-Webserverを使用してリモートメンテナンスファンクションで装
置の電源をオフにすることもできます。
詳細については、「BMC Webサーバーによるリモートモニタ (ページ 64)」で確認できま
す。

装置のライン電圧からの完全な接続解除

警告
感電のリスク
オン/オフボタンは、装置をライン電圧から完全に切断しません。
装置または接続線に損傷がある場合、火災が発生するリスクもあります。
• 装置に対して作業を実施する前、または装置を長期間使用しないときは、装置を必ずラ

イン電圧から完全に切り離してください。
• 制御キャビネットの取り付け:できるだけ装置に近い位置にある、アクセスしやすい中央

主電源回路ブレーカーを使用します。

• オペレーティングシステムをシャットダウンし、電源プラグを装置の背面から外しま
す。「電源接続 (ページ 18)」を参照してください。

結果
装置はオフになり、主電源電圧から完全に接続解除されます。トリクル電流は流れません。
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ハードウェアリセット
ハードウェアのリセットにより、キーボードやマウス入力への応答がなくなった場合に、装
置を再起動できます。実行中のオペレーティングシステムは、安全にシャットダウンされま
せん。

通知
データの損失 
ハードウェアリセットが実行される場合、装置は強制再起動を実行します。 
• メインメモリのデータは削除されます。 
• ハードディスクドライブのデータは失われることがあります。 
• 装置が破損することがあります。 
ハードウェアリセットは、緊急時のみ実行してください。

• リセットボタンを押します。リセットボタンの位置に関する情報は、「オペレータ制御
(ページ 19)」で確認できます。

結果
装置が再起動を実行します。
システムが再起動されると、リカバリ処理が実行されます。

50
サーバーSIMATIC IPC RS-828A

操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC

デバイスのコミッショニング
4.3 装置をオフにする



デバイスの操作 5 
5.1 フロントカバーの取り外しと取り付け

注記
フロントカバーは納品範囲の一部です(別梱包)。「納品範囲 (ページ 36)」を参照してくだ
さい。

フロントカバーの取り外し
1. 必要に応じて、適切なキーを使用してフロントカバーのロックを解除します。
2. リリーススライドを左にスライドさせます。
3. リリーススライドの側面にあるフロントカバーを手前に引きます。
4. フロントカバーを取り外し、注意深くデバイスの隣に配置します。

フロントカバーの取り付け
1. フロントカバーをフロントパネルの左側にあるホルダーに挿入します。
2. リリーススライドが所定の位置にカチッと収まるまで、右側のフロントカバーを装置に

向かって押します。
3. 該当する場合は、適切なキーを使用してフロントカバーをロックします。

下記も参照
装置およびシステム拡張に関する注意事項 (ページ 34)
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5.2 ドライブ設定

5.2.1 RAIDシステム

5.2.1.1 RAID1システム

RAID1システムは、「2つのドライブ上のデータミラーリング」の原則で動作します。
ドライブの不具合が発生した場合、RAID1システムは、残りのドライブに対して引き続き動
作することで、高レベルの可用性が実現されています。

関連ソフトウェアを使用するRAID1システム
オペレーティングシステムがプレインストールされたRAID1システムを注文した場合、
ハードウェアRAIDシステムは、設置済みのハードウェアRAIDアダプタカードの次のプリイ
ンストールされている診断ソフトウェアを使用してモニタされます。 

• Broadcom LSI® Storage Authority Software

後で装置をハードウェアRAIDシステムとして動作したい場合、ハードウェアRAIDアダプタ
カードを遡及して取り付けてから、ハードウェアRAIDシステムを設定する必要があります。
詳細については、「後でハードウェアRAIDシステムをセットアップ (ページ 100)」を参照し
てください。

5.2.1.2 RAID5システム

RAID5システムは、「パリティによるストライピング」の原則で動作します。
ドライブの不具合またはケーブルの問題が発生した場合、RAID5システムは、残りのドライ
ブに対して引き続き動作することで、高レベルの可用性が実現されています。 

関連ソフトウェアを使用するRAID5システム
オペレーティングシステムがプリインストールされたRAID5システムを注文した場合、
ハードウェアRAIDシステムは、設置済みのハードウェアRAIDアダプタカードの次のプリイ
ンストール診断ソフトウェアを使用してモニタされます。 

• Broadcom LSI® Storage Authority Software

後で装置をハードウェアRAIDシステムとして動作したい場合、ハードウェアRAIDアダプタ
カードを遡及して取り付けてから、ハードウェアRAIDシステムを設定する必要があります。
詳細については、「後でハードウェアRAIDシステムをセットアップ (ページ 100)」を参照し
てください。
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5.2.1.3 RAID1またはRAID5システムのホットスペアドライブ

ホットスペアドライブは、スペアとして装置に含まれているドライブです。 
ホットスペアドライブを使用する装置を注文した場合、工場出荷時状態でホットスペアドラ
イブが装置に取り付けられています。
不具合のあるドライブがRAID1またはRAID5システムで検出された場合は、動作中に不具合
のあるドライブに代わってホットスペアドライブが自動的に統合されその機能を引き継ぎま
す。
ホットスペアドライブへのデータ同期が自動的に開始します。

下記も参照
RAIDシステムのデータ同期 (ページ 54)

5.3 RAIDシステムの動作

5.3.1 RAIDシステムの不具合のあるドライブの表示
不具合のあるドライブは、次の場所に、RAIDと一緒に表示されます。 

• 装置の前面のドライブ用の取り外し可能トレイのステータス表示 (ページ 24)
• RAIDソフトウェア「Broadcom LSI® Storage Authority (ページ 55)」
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5.3.2 RAID1システム：ドライブの設置オプション

RAID1システムに必要な2台のハードディスクは、SIMATIC IPC RS-828Aの次の場所に設置で
きます。

• 装置前面に取り外し可能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ。「取り外し可
能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ (ページ 94)」を参照してください。

5.3.3 RAID5システム:ドライブの設置オプション

SIMATIC IPC RS-828Aを使用すると、RAID5システムに必要な3台のハードディスクを次の場
所に取り付けることができます。

• 装置前面に取り外し可能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ。「取り外し可
能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ (ページ 94)」を参照してください。

5.3.4 RAIDシステムのデータ同期

通知
マシンおよびプラントの間違った操作の危険:データ同期中の遅延システム応答
ドライブが故障している場合に、データが同期されます。 
システムは、ドライブおよびシステムの負荷に応じて、遅延して応答することがありま
す。極端な場合、キーボードまたはマウスからの入力がわずかな時間遅れます。 
これにより機械またはプラントでオペレータエラーが発生する場合があります。
• ドライブの同期中に、安全を最重視する必要がある機能を操作してはなりません。安定

したシステムステータスは、同期が正常に完了した後にのみ実現されます。

データ同期期間
同期化プロセスには、かなりの時間を要する場合があります。数時間かかったり、ドライブ
負荷が極端に高い場合には数日要する場合もあります。
さらに手動で開始したメンテナンス動作の場合は、メンテナンスフェーズが終了するまで、
システムパフォーマンスが制約されることがあります。

下記も参照
取り外し可能なトレイのドライブの変更(SATA、U.3 NVMe) (ページ 94)
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5.3.5 RAIDシステムの管理

5.3.5.1 RAIDソフトウェアの起動

無料のRAIDソフトウェア「Broadcom LSI® Storage Authority」は、追加拡張機能を提供し、
RAIDシステムを使用し、管理できるようにします。 

取扱説明書
RAIDソフトウェアの取扱説明書は、同梱のデータストレージ媒体の
「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」にあります。

手順
1. デスクトップ上の[LSAを起動]アイコンからRAIDソフトウェアを起動します。

デフォルトのブラウザが開きます。

2. 編集するハードウェアRAIDコントローラのボタンをクリックします。
3. Webサーバーにログインします。

Username:Administrator
Password:Windowsのパスワード
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ログインに成功すると、RAIDシステムのステータスが表示されます。

5.3.5.2 RAIDシステムのステータスの確認

RAIDシステムの現在のステータスがステータスウィンドウに表示されます。

ステータス 意味
クリティカル 注意:RAIDシステムで重大なエラーが検出されました。RAIDシステムと

接続されているドライブをすぐに確認してください。

注記 LSAソフトウェアが未設定のドライブを検出しました。 
• ドライブをRAIDシステムに統合する

または
• [未設定をよしとする]ボタンを使用してシステムアラームを承認しま

す。

最適 コントローラとセットアップされているRAIDシステムにはエラー表示が
ありません。
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RAIDコントローラのエントリをクリックすると、RAIDシステムに関する詳細情報とオプ
ションが表示されます。次の図に、例を示します。

注記
新しいドライブがバックグラウンドで同期されている場合、ドライブのサイズやシステム負
荷によっては、これに数時間かかる場合があります。また、負荷が高い場合には、数日かか
る場合もあります。 
冗長化システム状態には、同期化完了後にのみ再度到達します。

通知
機械またはプラントのオペレータエラー
ドライブが故障している場合に、データが同期されます。プロセッサやドライブの負荷に
よっては、システムの応答が遅れる場合があります。極端な場合、キーボードまたはマウ
スからの入力がわずかな時間遅れます。これにより機械またはプラントでオペレータエ
ラーが発生する場合があります。 
ドライブの同期中に、安全を最重視する必要がある機能を操作してはなりません。
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5.3.5.3 RAIDシステムの不具合のあるドライブの表示

注記
不具合のあるドライブは、必ず同じタイプで同じ容量の新しいドライブと交換してくださ
い。

ドライブに不具合があることが示されます。

• 取り外し可能なトレイ上の赤色に点灯するLEDについては、「ドライブ用の取り外し可能
トレイのステータス表示 (ページ 24)」を参照してください。

• RAIDソフトウェア内
次の図は、例として、不具合のあるドライブの表示と機能しているドライブの詳細のあ
るRAIDソフトウェアのウィンドウを示しています。

障害発生後に安全なRAID状態を回復するには、障害が発生したドライブを新しいドライブと
交換する必要があります。 
RAIDシステムで不具合のあるドライブを交換する方法については、「取り外し可能なトレイ
のドライブの変更(SATA、U.3 NVMe) (ページ 94)」を参照してください。
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5.3.5.4 電源を切ったときのRAIDシステムでのドライブの交換

RAIDシステムの電源が切られているときに不具合のあるドライブを交換した場合、再起動時
にRAIDシステムは自動的に復元されません。

ドライブの自動統合 

通知
データの損失
自動統合では、統合されるドライブのパーティション情報または既存のデータは、
チェックされません。
ドライブのすべてのパーティションおよびデータは、警告なしで削除されます。

必要条件:

• 新しいドライブがRAIDソフトウェアのホットスペアのリストに追加されます。
詳細については、同梱のデータストレージ媒体の
「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」にあるRAIDソフトウェアの取扱説明書を参照
してください。

• 統合するドライブは新品です。

リビルドプロセス
次の図は、自動リビルド処理の例を示しています。

リビルドプロセス中、取り外し可能なトレイの右側のLEDが赤く点滅します。「ドライブ用
の取り外し可能トレイのステータス表示 (ページ 24)」を参照してください。
リビルド処理が完了するとLEDが消灯します。
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手順 - ドライブを手動で統合
RAIDソフトウェアでホットスペアとして宣言されたドライブがない場合は、ドライブを手動
で統合する必要があります。

1. LSAソフトウェアを起動し、ログインします。
2. ハードウェアRAIDコントローラーを選択します。
3. リスト「Unconfigured Drives」を開きます。
4. 対応するドライブを選択し、指示に従います。
5. [Run Hardware Scan now]アイコンをクリックします。

新しいドライブが検出され、表示されます。

リビルドプロセス中、取り外し可能なトレイの右側のLEDが赤く点滅します。「ドライブ用
の取り外し可能トレイのステータス表示 (ページ 24)」を参照してください。
リビルド処理が完了するとLEDが消灯します。
詳細については、同梱のデータストレージ媒体の「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」
にあるハードウェアRAIDコントローラに関する取扱説明書を参照してください。

5.4 装置のモニタリング

5.4.1 Baseboard Management Controller (BMC)によるモニタ

Baseboard Management Controller (BMC) 
Baseboard Management Controller (BMC)は、装置に統合されたハードウェアコンポーネン
トであり、装置の管理と監視専用の接続を可能にします。 
この目的のために、Baseboard Management Controller (BMC)には、装置の他の2つのLANイ
ンターフェイスとは独立して動作する個別のLANインターフェースがあります。BMC管理
ポートの場所の詳細については、「インターフェース (ページ 17)」を参照してください。
以下では、Baseboard Management Controllerの略称「BMC」が使用されています。

BMC Webサーバー
Baseboard Management Controller (BMC)により、Webベースのユーザー インターフェース
を介した管理と監視を可能にする統合Webサーバーのセットアップが可能になります。
BMC Webサーバーのセットアップの詳細については、「BMC Webサーバーによるリモート
モニタ (ページ 64)」を参照してください。
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リモートモニタリング
BMCを使用すると、次のような重要なシステムパラメータのモニタが可能になります。

• プロセッサ、メモリ、マザーボード、ドライブの温度
• 装置前面の6つのファンと電源モジュールの2つのファンの速度モニタ
• プロセッサ、メモリ、マザーボード上のその他の領域の電圧モニタ
• 電源モジュールの温度、電力、ステータス

リモートメンテナンス
BMCを使用すると、オペレーティングシステムが応答しない場合でも、装置のリモートモニ
タが可能になります。たとえば、次のとおりです。

• システム診断:物理的にその場所にいなくても問題を分析できます。
• 再起動:リモートアクセスによる装置の再起動

セキュリティ
BMCは次のセキュリティ機能を提供します。

• 安全な通信のための暗号化
• 許可のあるアクセスのみの認証

緊急リカバリ
クリティカルな障害が発生した場合、BMCを使用してシステムを救出できます。

• リモートリカバリ
• エラー診断

ローカルモニタリング
装置は、Redfishでローカルにモニタすることもできます。Redfishは、ハードウェアコン
ポーネントの管理を容易にする標準化された管理プロトコルです。 
Redfishを使用すると、外部ネットワーク接続に依存せずに、ローカルサイトからBMCを直
接制御できます。Redfishを使用すると、上記のBMCのすべての機能にアクセスできます。
Redfishのセットアップの詳細については、「redfishによるローカルモニタリング (ページ
71)」を参照してください。
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5.4.2 BIOS SetupでのBMCの設定
Baseboard Management Controller (BMC)の設定は、サーバーのBIOS Setupを介して行われま
す。 

手順
1. BIOS Setupへのアクセス:

起動プロセス中に<Esc>ボタンを押してBIOS Setupを呼び出します。
2. BMCネットワーク設定へのアクセス:

BMCセットアップ領域が含まれる[Server Mgmt]に移動します。
3. IPアドレスを割り付けます。

BMCネットワーク設定で、BMCインターフェースのIPアドレスを指定します。通常、こ
れにはIPアドレス、サブネットマスク、標準ゲートウェイの割り付けが含まれます。

4. 入力内容を確認し、設定を保存します。
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5.4.3 BMC Webサーバーによるリモートモニタ

5.4.3.1 BMC Webサーバーの起動

Baseboard Management Controller (BMC)を使用すると、Webベースのユーザーイン
ターフェースを介した管理とモニタを可能にする統合Webサーバーのセットアップが可能に
なります。

手順
1. ネットワークアクセスの維持:

BMC Webサーバーを起動する前に、サーバーがネットワークに正しく接続されているこ
と、および以前に設定されたIPアドレスが正しいことを確認してください。

2. BMC Webサーバーを起動します。

– ローカルデバイスまたはサーバーと同じネットワークに接続されている別の装置で
Webブラウザを起動します。 

– BMCネットワーク設定時に指定したBMCのIPアドレスをWebブラウザに入力します
(例: 「https://192.168.2.110」)。

BMC IPアドレスを入力すると、BMC Webインターフェースにログインすることが求めら
れます。

3. BMC Webインターフェースにログインします。 

– 初回ログイン時に次のデータを入力します。
User Name:admin
Password:admin

– [ログイン]をクリックして、BMC Webインターフェースにアクセスします。

注記
初めてログインするときは、パスワードを変更するように求められます。新しいパス
ワードを確定するには、パスワードを2回入力する必要があります。パスワードを変更す
ると、再びログインページにリダイレクトされ、そこで新しい認証情報でログインする
必要があります。

注記
パスワードをリセットする前に、SMTPおよびSNMPの設定を構成する必要があります。
「設定 (ページ 67)」を参照してください。

ログインに成功すると、BMC Webインターフェースにアクセスできます。 
4. BMC Webインターフェースの使用:

BMC Webインターフェースでは、サーバーをモニタおよび管理するための多数の機能と
設定にアクセスできます。BMC Webサーバーは、サーバーの便利な管理を可能にする使
いやすいなインターフェースを提供します。サーバーのセキュリティを確保するため
に、各セッションの後にBMC Webインターフェイスからログオフすることをお勧めしま
す。
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5.4.3.2 BMC Webインターフェース

ホームページ

ダッシュボードは、BMCの中心的なホームページです。このコンテキストでは、これは重要
な情報と制御要素を含む概要ページです。 

クイックコントロール
これらは、次の機能を持つ物理的なボタンまたはスイッチです。

• 装置のオン/オフを切り替える(Power On/Off)
• 装置の再起動(Restart IPC)
• ローカリゼーションLEDの制御(Locate On/Off)
• システム診断へのアクセス(System Diagnostic)
• システムへのリモートアクセス(Remote View)

これらの制御要素を使用すると、特に保守や診断作業中にシステムを迅速に制御できます。

情報
このセクションには、システム経由の重要な情報の概要が表示されます。例:

• Baseboard Management Controllers (BMC)のバージョン
• BIOSのバージョン

LAN接続
このセクションでは、LANインターフェース(ネットワーク接続)に関する情報が表示されま
す。
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クイックセンサーの状態
このセクションには、最も重要なセンサーのステータスに関する情報が表示されます。次に
例を示します。

• 温度
• 電源ユニット(PSU)の電力

この情報は、システムのステータスとパフォーマンスをモニタするのに役立ちます。

ヘルプファンクション

対応する要素の横にある疑問符をマウスでクリックすると、個々のオプションの詳細が表示
されます。

システムインベントリ

[システムインベントリ]メニューを使用すると、システムにインストールされているコン
ポーネントとそのプロパティの概要を取得できます。プロセッサ、メモリモジュール、
ハードディスク、ネットワークカード、その他の重要なハードウェアなど、システムに設置
されているハードウェアコンポーネントの詳細なリストが表示されます。
これらのコンポーネントのプロパティを表示すると、モデル番号、容量、ハードウェア
バージョンなどの重要な情報にアクセスできます。この概要は、装置を物理的に開かなくて
も情報に迅速にアクセスできるため、システムの保守と診断に役立ちます。
[システムインベントリ]は、システムのハードウェア設定の包括的な概要を取得し、管理と
トラブルシューティングを容易にする実用的な機能です。

ログとレポート

[ログとレポート]メニューを使用すると、すべてのセンサーのイベントが記録され、利用で
きるようになります。この領域は、システム内のセンサーによって記録されたすべてのイベ
ントとログを保存および表示するために使用されます。
ここでは、温度変化、電圧供給偏差、ファン速度、その他の関連センサー情報に関する記録
を含むログとレポートにアクセスできます。これらの記録は、発生したイベントや問題を文
書化するのに非常に役立ちます。
[ログとレポート]機能は、履歴データにアクセスするための中心的ページを提供し、システ
ム動作のイベントと傾向を追跡できるようにします。これは、潜在的な問題に対する早期の
対応や、システムの保守と改善のための十分な情報に基づいた意思決定を可能にする上で役
立ちます。
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センサー

[センサー]メニューを使用すると、装置内のさまざまなセンサーの表示とモニタが可能にな
ります。これらのセンサーは、温度、電圧、ファン速度、その他の重要な動作パラ
メーターに関する情報を提供できます。
センサーの概要は、装置の健全性とパフォーマンスをモニタするための重要な機能を提供
し、動作上の問題を早期に検出して適切な措置を講じるのに役立ちます。

設定

[設定]メニューでは、システムを要件に合わせて調整するために、さまざまな構成設定を行
うことができます。

SMTP
このオプションを使用すると、特定のイベントが発生したときに電子メールで通知を受ける
ためのSMTPサーバーのセットアップが有効になります。これは、重要なシステムイベント
をモニタしたり、電子メール経由でユーザーパスワードをリセットできるようにしたりする
場合に役立ちます。

ユーザー管理
[ユーザー管理]では、管理者とユーザーのアカウントを管理し、権限を指定し、パスワード
を変更できます。これは、システムのアクセス権とセキュリティ設定を制御するために非常
に重要です。
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ファン制御
このメニューでは、CPU温度センサーを使用してシステム内のファンのファン曲線を作成で
きます。測定された温度に応じてファンの速度を調整できます。GPU拡張カードを使用した
デバイス設定中に、GPU温度に応じてファン曲線を作成できます。これは、ファンのパ
フォーマンスを最適化し、システムの温度を調整するのに役立ちます。

フロントパネルロック
このオプションを使用すると、BMCを介して装置のフロントカバーをロックして、不正な操
作を防止できます。これにより、特に物理的アクセスを制限する必要がある環境において、
システムのセキュリティと保護が強化されます。
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保守

[保守]メニューには、さまざまなシステムコンポーネントを更新するために使用される設定
があります。

ファームウェアのアップデート
このオプションを使用すると、*.imaファイルを使用してBMCファームウェアを更新できま
す。BMCファームウェアは、システムのリモートモニタと管理にとって重要です。 

BIOS OOBアップデート
このオプションを使用すると、*.capファイルを使用してBIOSファームウェアを更新できま
す。基本入出力システムは、コンピュータの起動と基本設定を担当します。BIOSアップ
デートにより、新しい機能が追加され、問題が解決され、システムの互換性が向上します。

通知
装置のスイッチを切ったり、主電源から切り離したりしないでください
更新プロセス中は、いかなる状況であっても装置のスイッチを切ったり、主電源から切断
したりしないことが非常に重要です。ファームウェアの更新中に予期せず電源がオフに
なったり、電源が切れたりすると、重大なシステム問題が発生する可能性があります。し
たがって、すべてのセキュリティ予防措置が順守され、システムの整合性と安定性を確保
するために更新プロセスが慎重に実行されるようにする必要があります。

BIOSとBMCファームウェアを定期的に更新することを推奨します。

下記も参照
装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)
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5.4.3.3 BMC Webサーバーからのサインアウト

[サインアウト]機能は、現在のセッションを終了し、アカウントのセキュリティを確保する
ために使用されます。セッションを終了するときは、常に適切にサインアウトすることを推
奨します。

手順
現在のユーザーアカウントからサインアウトするには、次の2つの方法があります。

• ナビゲーションメニューの[サインアウト]ボタン:
ナビゲーションメニューで[サインアウト]ボタンをクリックすると、現在ログインして
いるユーザーはサインアウトされ、システムのログインページにリダイレクトされま
す。

• 右上のユーザー名:
あるいは、ユーザーインターフェースの右上にあるユーザー名を使用してサインアウト
することもできます。
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5.4.4 redfishによるローカルモニタリング

5.4.4.1 BIOS SetupでのRedfishのアクティベート

Redfishは、ハードウェアコンポーネントの管理を容易にする標準化された管理プロトコル
です。Redfishを介して、ローカルサイトからBMCを直接制御できます。したがって、外部
ネットワーク接続は必要ありません。Redfishを使用すると、BMCのすべての機能にアクセ
スできます。
ローカルモニタの前提条件は、BIOS Setupでの[Redfish Host Interface]のアク
ティベーションです。

[Redfish Host Interface]のアクティベーション
1. <Esc>ボタンを押してBIOS Setupにアクセスします。
2. BIOS Setupで、メニュー[詳細] > [Redfish Host Interface Settings]に移動します。
3. [Redfish]に[Enabled]設定を選択します。

アクセスは、ローカルWebブラウザとBMCのIPアドレスを介して行われます。
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5.5 Trusted Platform Module (TPM)
お使いの装置には、TPM 2.0規格に準拠したTrusted Platform Moduleがあります。Trusted
Platform Moduleは、装置をセキュリティ機能で強化するチップです。これは、装置の操作
からの保護を強化しています。

通知
Trusted Platform Moduleの輸入制限
Trusted Platform Moduleの使用は、一部の国では法規制の対象となっており、許可されて
いません。
• 装置が使用される国の関連する輸入制限を必ず順守してください。

下記も参照
装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)
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装置へのパラメータの拡張と割り付け 6 
6.1 ハウジングの開閉

警告
未許可で開いて、不適切な修理や拡張を行うことによるリスク
拡張するときに不適切な手順で行うと、装置を破損したりユーザーを危険にさらす恐れが
あります。 
システム拡張を取り付けたり交換したりして装置を破損した場合は、保証が無効になりま
す。
この理由で、「装置およびシステム拡張に関する注意事項 (ページ 34)」の情報を順守して
ください。

警告
誤作動および感電 
装置に不適切な介入を行うと、操作の信頼性を脅かし、装置を損傷することがあります。 
怪我やプラント損傷の原因となります。
以下の予防策を講じる必要があります。 
• 装置を開ける前に必ず電源プラグを外してください。 
• 介入が終わるごとに装置を閉めます。

通知
静電放電により破損する恐れのある部品(ESD)
装置には、静電気放電によって破損する可能性のある電子部品が内蔵されています。これ
は、機械やプラントの故障や損傷が生じるおそれがあります。
装置を開く前に、対応する予防措置を講じる必要があります。

注記
装置の安全な操作
• 装置は装置カバーを閉じた状態でのみ操作できます。
• 装置を安全に操作するために、カバークロージャのネジでデバイスカバーをロックする

必要はありません。
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必要条件
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 接続ケーブルがすべて抜かれていること。
• 十字ドライバー(オプション)

手順 - オープニング

1. 装置カバーのネジプラグを十字ドライ
バーで1/4回転させて外します。

2. フラップクロージャの押しボタンス
イッチを押します。
フラップクロージャは片側が持ち上が
ります。

3. フラップクロージャをさらに傾けて開
きます。
装置カバーはスライドして後ろに戻り
ます。

4. 装置カバーを持ち上げて取り外しま
す。装置カバーを装置の横に安全に置
きます。
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手順 - クロージング
設置の逆の手順を実行してください。

1. 図に示すように、装置カバーを装置の
上に置きます。

2. 隙間がなくなるまで、装置カバーを前
方にスライドさせます。

3. フラップクロージャがかみ合って完全
に下がるまで、フラップクロージャを
押します。

4. 装置カバーのネジプラグを十字ドライ
バーで1/4回転させて締めます。
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下記も参照
フロントカバーの取り外しと取り付け (ページ 51)

6.2 拡張カード

6.2.1 使用可能な拡張カード
この装置では、特に次の拡張カードがサポートされています。

名称 必要スロット数 外部電源
NVIDIA A100 TensorコアGPU 2 マザーボード上のダブルコネクタ

NVIDIA H100 TensorコアGPU 2 マザーボード上のダブルコネクタ

NVIDIA L4 TensorコアGPU 1 なし

NVIDIA L40 GPU 2 マザーボード上のダブルコネクタ

Intel® X710 1 なし

Intel® i350-T4クアッドポートLANカード 1 なし

次の規格に準拠した拡張カードもサポートされています。

• PCIe。Gen. 1、Gen. 2、Gen. 3、Gen. 4、Gen. 5

注記
特性に応じて、さまざまな拡張カードを指定されたスロットに装着して使用できます。

フルロード時の周囲温度要件
装置を全負荷で動作させる場合は、最大許容周囲温度を守ってください。これは、プロ
セッサのパフォーマンスと、設置されているGPU拡張カードの数と種類によって異なりま
す。

プロセッサのパフォーマ
ンス

NVIDIA GPU拡張カードの数 最大周囲温度 

1 × A100、L4またはL40 47 °C

1 × H100 44 ℃

2 x A100、L4またはL40 44 ℃

210W (9124/9254)

2 × H100 39 ℃

1 × A100、L4またはL40 44 ℃

1 × H100 44 ℃

2 x A100、L4またはL40 39 ℃

240W (9124/9254)

2 × H100 39 ℃

1 × A100、L4またはL40 39 ℃300W (9354/9454)

1 × H100 39 ℃
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プロセッサのパフォーマ
ンス

NVIDIA GPU拡張カードの数 最大周囲温度 

2 x A100、L4またはL40 34 ℃300W (9354/9454)

2 × H100 34 ℃

1 × A100、L4またはL40 26 ℃

1 × H100 26 ℃

2 x A100、L4またはL40 22 ℃

320W (9354/9454)

2 × H100 22 ℃

設置オプション

使用したカードの枚数 位置
(画像内)

スロットアドレス
(印刷)

電源用スロット(印刷)

シングルスロットGPU拡張カード x
1

① RS_PCIE1 -

① RS_PCIE1 -シングルスロットGPU拡張カード x
2

② RS_PCIE2 -

① RS_PCIE1 -

② RS_PCIE2 -

シングルスロットGPU拡張カード x
3

③ RS_PCIE1 -

① RS_PCIE1 -

② RS_PCIE2 -

③ RS_PCIE1 -

シングルスロットGPU拡張カード x
4

④ RS_PCIE2 -

デュアルスロットGPU拡張カード x
1

① RS_PCIE1 VGAPWR3、VGAPWR4 

① RS_PCIE1 VGAPWR3、VGAPWR4デュアルスロットGPU拡張カード x
2

③ RS_PCIE1 VGAPWR5、VGAPWR6

シングルスロットPCIe拡張カード x
1

⑤ RS_PCIE1 -

シングルスロットPCIe拡張カード x ⑤ RS_PCIE1 -
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使用したカードの枚数 位置
(画像内)

スロットアドレス
(印刷)

電源用スロット(印刷)

2 ⑥ RS_PCIE2 -

⑤ RS_PCIE1 -

⑥ RS_PCIE2 -

シングルスロットPCIe拡張カード x
3

⑦ RS_PCIE3 -

下記も参照
拡張カードスロット (ページ 152)
NVIDIAサポート (https://www.nvidia.com/en-us/support/)
Intelサポート (https://www.intel.com/content/www/us/en/support/contact-intel.html)

6.2.2 GPUライザーケージへの拡張カードの取り付け/取り外し

注記
拡張カードの仕様に関する情報は、「使用可能な拡張カード (ページ 76)」で参照できま
す。

必要条件
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• Torx T10型ネジまわし
• マザーボード経由で電源を供給するためのケーブル
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手順 - 設置

1. 装置の背面にある強調表示されている
刻み付きネジを緩めます。
注記:アクセシビリティを向上させる
ために、取り付けるカードの数に関係
なく、両方のGPUライザーケージを取
り外すことを推奨します。

2. ハンドルを使用して、指定された順序
でGPUライザーケージを注意深く引き
上げます。
注記:ライザーケージからマ
ザーボードへの信号ケーブルが緩んで
いないことを確認してください。

3. GPUライザーケージのロックブラ
ケットを矢印の方向に回転させます。

5. ブランクパネルを取り外します。
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6. 拡張カードをGPUライザーケージに挿
入します。
注記:「使用可能な拡張カード (ページ
76)」で説明されている設置オプ
ションに注意してください。

7. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

デュアルスロット拡張カードを使用している場合は、次の4つの手順を実行します。それ以
外の場合は、12番目のステップに進みます。
8. GPUブラケットのネジを外します。

9. GPUブラケットを2本のネジでデュア
ルスロット拡張カードに固定します。

10a. 拡張カードNVIDIA A100を電源ケーブ
ルで接続します。
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10b. 拡張カードNVIDIA H100またはL40を
電源ケーブルで接続します。

11. マザーボードを電源ケーブルのもう一
方の端に接続します。
注記:図に示されているコネクタ配置
は、デュアルスロット拡張カードの使
用に関連しています。

12. GPUライザーケージを指定された順序
でハウジングに戻します。
注記:最初のライザーケージのケーブ
ルが付属のガイド内にあることを確認
してください。
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12. GPUライザーケージを指定された順序
でハウジングに戻します。
注記:最初のライザーケージのケーブ
ルが付属のガイド内にあることを確認
してください。

13. 必要に応じて、GPUブラケットを
GPUレールにネジで戻します。

14. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

手順 - 取り外し 

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。

2. デュアルスロット拡張カードを取り外
すときは、GPUブラケットをGPUレール
から外します。
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3. ハンドルを持ってGPUライザーケージ
を注意深く上に引っ張ります。
注記:ライザーケージからマザーボード
への信号ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

デュアルスロット拡張カードを取り外す場合は、次の4つの手順を実行します。それ以外の
場合は、8番目のステップに進みます。
4. 拡張カードから電源ケーブルを取り外

します。

5. マザーボードから電源ケーブルを外し
ます。
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6. GPUブラケットを拡張カードから外し
ます。

7. GPUブラケットをGPUレールにネジで戻
します。

8. ロックブラケットを矢印の方向に回転
させます。

9. 拡張カードをGPUライザーケージから
取り外します。
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10. ブランクパネルを挿入します。

11. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

12. GPUライザーケージをハウジングに戻
します。
注記:右側のライザーケージのケーブル
が付属のガイド内にあることを確認し
てください。
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13. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

下記も参照
拡張カードスロット (ページ 152)
エアダクトの交換 (ページ 116)

6.2.3 PCIeライザーケージへの拡張カードの取り付け/取り外し

注記
拡張カードの仕様に関する情報は、「使用可能な拡張カード (ページ 76)」で参照できま
す。

必要条件
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• Torx T10型ネジまわし

手順 - 設置

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。
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2. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
注記:
• PCIeライザーケージにあるライ

ザーカードはマザーボードに挿入さ
れているため、この場合は取り外し
がより困難になります。

• ライザーケージからマザーボードへ
の信号ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

3. ロックブラケットを矢印の方向に回転
させます。

4. ブランクパネルを取り外します。
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5. 拡張カードをPCIeライザー ケージに挿
入します。
注記:「使用可能な拡張カード」 (ページ
76)で説明されている設置オプションに
注意してください。

6. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

7. PCIeライザーケージをハウジングに戻
します。
注記:PCIeライザーケージ内のライ
ザーカードがマザーボードに注意深く
挿入されていることを確認してくださ
い。

8. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

手順 - 取り外し 

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。
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2. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
注記:
• PCIeライザーケージにあるライ

ザーカードはマザーボードに挿入さ
れているため、この場合は取り外し
がより困難になります。

• ライザーケージからマザーボードへ
の信号ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

3. ロックブラケットを矢印の方向に回転
させます。

4. 拡張カードをPCIeライザーケージから
取り外します。

5. ブランクパネルを挿入します。
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6. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

7. PCIeライザーケージをハウジングに戻
します。
注記:PCIeライザーケージ内のライ
ザーカードがマザーボードに注意深く
挿入されていることを確認してくださ
い。

8. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

下記も参照
エアダクトの交換 (ページ 116)
拡張カードスロット (ページ 152)

6.3 メモリモジュール

6.3.1 使用可能なメモリモジュール

使用可能なメモリモジュール
• DDR5 RDIMM 64 GB (ECC付き)

メモリモジュールの組み合わせオプション
装置は、それぞれ同じメモリ容量を持つ4、8、16、または24個のメモリモジュールで動作
できます。 
これを使用して、装置のメモリ容量を最大1.5 TBまで拡張することができます。
使用されるメモリモジュールの数に応じて、これらは、マザーボードの定義されたスロット
に挿入されます。
これらのスロットは、マザーボードに刻印されています。
次の表は、使用するメモリモジュールの数に応じた配置オプションを示しています。

スロット 4 DIMM 8 DIMM 16 DIMM 24 DIMM
(1) ●

(2) ● ●

(3) ●

(4) ● ● ●

(5) ● ●

(6) ● ● ● ●

(7) ● ● ● ●

(8) ● ●

(9) ● ● ●
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スロット 4 DIMM 8 DIMM 16 DIMM 24 DIMM
(10) ●

(11) ● ●

(12) ●

(13) ●

(14) ● ●

(15) ●

(16) ● ● ●

(17) ● ●

(18) ● ● ● ●

(19) ● ● ● ●

(20) ● ●

(21) ● ● ●

(22) ●

(23) ● ●

(24) ●

注記
他のメモリ容量のメモリモジュールを使用する場合は、メモリモジュールの配置にも注意し
てください。

メモリモジュールの使用条件
異なる数のメモリモジュールの組み合わせやメモリ容量の混合は認められていません。
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下記も参照
ハウジングの開閉 (ページ 73)

6.3.2 メモリモジュールの取り付け

必要条件
• 「使用可能なメモリモジュール (ページ 90)」にある組み合わせオプションに関する情報

およびメモリモジュールの使用条件に留意していること。
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」の重要な情報を参照し

てください。
• メモリモジュールの取り付け/取り外しを容易にするためにエアダクトが取り外されてい

ること。「エアダクトの交換 (ページ 116)」を参照してください。

手順

1. スロットの左右にある2つのラッチを外
側に押します。

2. DDR5メモリモジュールをパッケージか
ら取り出します。
上辺だけを持ちます。
ベースを挿入するとき、マークされた
切り込みに注意して、ベースのコード
と適合するようにします。 

3. マザーボードに垂直なスロットにメモ
リモジュールを挿入します。

4. メモリモジュールの両側を均等に押し
て、両方のインターロックが音がして
かみ合うまで傾かないようにします。 
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6.3.3 メモリモジュールの取り外し

必要条件 
• 「使用可能なメモリモジュール (ページ 90)」にある組み合わせオプションに関する情報

およびメモリモジュールの使用条件に留意していること。
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」の重要な情報を参照し

てください。
• メモリモジュールの取り付け/取り外しを容易にするためにエアダクトが取り外されてい

ること。「エアダクトの交換 (ページ 116)」を参照してください。

手順

1. スロットの左右にある2つのラッチを外
側に押します。

2. メモリモジュールをスロットから取り
出します。

3. 2つのラッチを内側に押し戻します。
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6.4 ドライブ

6.4.1 取り外し可能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ

6.4.1.1 温度範囲0～45 °Cの許容拡張

取り外し可能なトレイには6台の2.5インチSATAおよびU.3 NVMeのドライブを取り付けるこ
とができます。
許容温度範囲は0～45 °Cです。
取付位置に関する情報は、次で参照できます:

• 取り外し可能なトレイ付きドライブケージ (ページ 15)

6.4.1.2 取り外し可能なトレイのドライブの変更(SATA、U.3 NVMe)

通知
ドライブの損傷およびデータ損失のリスク
システムが動作しているときにRAID1に接続されている取り外し可能ラックのドライブのみ
を交換できます(ホットスワップ)
ドライブにデータを書き込んでいるときにドライブを取り外すと、ドライブを損傷し、
データを破壊することがあります。 
• ドライブがアクティブでないときにのみ、取り外し可能トレイを装置から外します。

「ドライブ用の取り外し可能トレイのステータス表示 (ページ 24)」を参照してくださ
い。

• ESDガイドラインを順守します。

必要条件
• この装置に対して承認されているドライブである純正のスペア部品(「ハードウェアアク

セサリ (ページ 27)」の注意事項を参照)。
• 交換対象の装置が非アクティブであること。
• RAIDシステムがない場合:装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置

をオフにする (ページ 49)」を参照してください。
• フロントカバーが取り外されていること。「フロントカバーの取り外しと取り付け

(ページ 51)」を参照してください。
• プラスドライバー
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手順

1. 取り外し可能なトレイの青色の圧力ク
ロージャを右に押します。
取り外し可能なトレイのブラケットが緩んで回
転して開きます。

2. 取り外し可能なトレイの突き出たクリップをつ
かみ、ブラケットを前方に引くと、取り外し可
能なトレイを簡単に持てるようになります。

3. 取り外し可能なトレイを装置から完全に引き出
します。

4. 取り外し可能なトレイを回転させます。 
取り外し可能なトレイの強調表示されている4本
のネジを緩め、ドライブを取り外します。

5. 新しいドライブを取り外し可能トレイに慎重に
挿入します。
これを行うとき、ドライブの接点に触らないよ
うにします。

6. 先ほど緩めたネジを使用して、新しいドライブ
を取り付けます。

7. 取り外し可能トレイを装置のドライブケージに
慎重に挿入します。

8. 取り外し可能なトレイをドライブケージに完全
にスライドさせます。

9. カチッと音がして所定の位置に収まるまでブラ
ケットを閉じます。

10. 前面カバーをデバイスに再度取り付けます(オプ
ション)。
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注記
フロントカバーを外した状態でも装置は操作可能です。

注記
取り外し可能なトレイを備えたデバイスの信頼性の高い動作を確保するには、取り外し可能
なトレイを常に閉じておく必要があります。

6.4.2 マザーボード上のドライブ(内蔵)

6.4.2.1 M.2 SSDの取り付け/取り外し

注記
このデバイスは、最大2台のM.2 SSDドライブで拡張できます。スロットはマザーボード上
にあります。
デバイスをドライブで拡張する場合は、以下に説明するスロットを使用します。

必要条件
• この装置に対して承認されているドライブである純正のスペア部品(「ハードウェアアク

セサリ (ページ 27)」の注意事項を参照)。
• 交換対象の装置が非アクティブであること。
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• Torx T6型ネジまわし

設置手順

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。
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2. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
PCIeライザーケージにあるライ
ザーカードはマザーボードに挿入され
ているため、この場合は取り外しがよ
り困難になります。
注記:ライザーケージからマザーボード
への接続ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

3. 強調表示されたネジを取り外します。

4. ドライブをスロットにわずかな角度で
挿入します。
これを行うとき、ドライブの接点に触
らないようにします。

5. ドライブの突き出た端を押し下げま
す。
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6. 3番目のステップで取り外したネジで
M.2 SSDドライブを固定します。
これを行うには、スペーサー付きの元
のネジのみを使用してください。
注記:M.2 SSDドライブがネジの頭とス
ペーサーの間にあることを確認しま
す。

7. PCIeライザーケージをハウジングに戻
します。
PCIeライザーケージ内のライ
ザーカードがマザーボードに注意深く
挿入されていることを確認してくださ
い。

8. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

取り外し手順

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。
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2. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
PCIeライザーケージにあるライ
ザーカードはマザーボードに挿入され
ているため、この場合は取り外しがよ
り困難になります。
注記:ライザーケージからマザーボード
への接続ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

3. 強調表示されたネジを開きます。
ドライブは右側で上に折りたたまれま
す。

4. ドライブをスロットから取り外しま
す。
これを行うとき、ドライブの接点に触
らないようにします。

5. 強調表示されたネジを締めます。
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6. PCIeライザーケージをハウジングに戻
します。
PCIeライザーケージ内のライ
ザーカードがマザーボードに注意深く
挿入されていることを確認してくださ
い。

7. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

6.5 後でハードウェアRAIDシステムをセットアップ

6.5.1 使用可能なハードウェアRAIDアダプタカード
この装置は、次のハードウェアRAIDアダプタカードをサポートしています。

1 2

項目 名前 必要な信号ケーブルの数

① Broadcom <MegaRAID 9560-16i> 2

② Broadcom <MegaRAID 9670-24i> 3

6.5.2 ハードウェアRAIDシステムのソフトウェアおよびマニュアル
ハードウェアRAIDシステム付きで装置を注文するとき、納入時には、すべての必要なソフト
ウェアが装置に既にインストールされています。
同梱のデータストレージメディアの「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」ディレクトリ
で次を参照できます。

• ハードウェアRAIDソフトウェアのインストールと設定に関する包括的な情報を含む対応
するユーザーガイド付きのLSI® Storage Authorityソフトウェア

• フォルダー「StorCLI」:ハードウェアRAIDアダプタカードを設定できるコマンドライン
ツール「StorCLI」に関する情報が記載されているBroadcom Storage Command
Lineツール(StorCLI)のユーザーガイド
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6.5.3 ハードウェアRAIDアダプタカードの取り付け
RAIDシステムを使用する装置を注文した場合、ハードウェアRAIDアダプタカードは既に出
荷時に構築されています。
後で装置をハードウェアRAIDシステムとして動作したい場合、ハードウェアRAIDアダプタ
カードを取り付けます。

必要条件
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• PCIeライザーケージの2つの空きスロット
• プラスドライバー
• Torx T10型ネジまわし
• ハードウェアRAIDアダプタカードの取り付け用の構成部品。お近くのSIEMENS代理店か

ら、これらの構成部品に関する情報を入手できます。

3

45

1

2

① PCIeホルダーカード
② コンデンサブロックとハードウェアRAIDアダプタカードを接続するためのアダプタケーブ

ル
③ コンデンサブロックライン付きコンデンサブロック(CVPモジュール)
④ コンデンサブロック用ブラケット
⑤ SATAおよびU.3 NVMeドライブ用の信号ケーブル
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通知
コンデンサブロックは放電する必要があります
純正のSIEMENS交換部品は、放電済みコンデンサブロックを使用して納入されます。
充電されたコンデンサブロックを取り外しまたは取り付けすると、ハードウェアRAIDアダ
プタカードが損傷されることがあります。データが失われることがあります。
コンデンサブロックは、完全に放電した状態でのみ取り外しまたは取り付けしてくださ
い。 
取り付け済みのコンデンサブロックは以下のように放電します:
1. オペレーティングシステムを正しくシャットダウンします。
2. 装置をライン電圧からの完全に接続解除していること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
3. 10分以上待機します。 

手順

1. 同梱の十字ネジ3本を使用して、コンデ
ンサブロックのブラケットをPCIeホル
ダー カードに固定します。

2. コンデンサブロックをブラケットに固
定します。
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3. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。

4. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
注記:
• PCIeライザーケージにあるライ

ザーカードはマザーボードに挿入さ
れているため、取り外しがより困難
になります。

• ライザーケージからマザーボードへ
の信号ケーブルが緩んでいないこと
を確認してください。

5. ロックブラケットを矢印の方向に回転
させます。
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6. ブランクパネルを取り外します。

7. ハードウェアRAIDアダプタカードを
PCIeライザーケージのスロット
RS_PCIE1に挿入します。

8. コンデンサブロックを備えたPCIe ホル
ダーカードをPCIeライザーケージのス
ロットRS_PCIE3に挿入します。
注記:スロットRS_PCIE2は、別のPCIe拡
張カードに使用できます。

1

2

9. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

10a. アダプタケーブル②を使用して、コン
デンサブロックを「Broadcom
<MegaRAID 9560-16i>」ハードウェア
RAIDアダプタカードに接続します。

10b. アダプタケーブル②を使用して、コン
デンサブロックを「Broadcom
<MegaRAID 9670-24i>」ハードウェア
RAIDアダプタカードに接続します。
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11a. 2本の信号ケーブル⑤を使用して、
「Broadcom <MegaRAID 9560-16i>」
ハードウェアRAIDアダプタカードを
バックプレーンに接続します。
注記:バックプレーンの場所とイン
ターフェースに関する情報は、「装置
の内部構造 (ページ 25)」または
「バックプレーン上のイン
ターフェースの位置 (ページ 148)」で確
認できます。

11b. 3本の信号ケーブル⑤を使用して、
「Broadcom <MegaRAID 9670-24i>」
ハードウェアRAIDアダプタカードを
バックプレーンに接続します。
注記:バックプレーンの場所とイン
ターフェースに関する情報は、「装置
の内部構造 (ページ 25)」または
「バックプレーン上のイン
ターフェースの位置 (ページ 148)」で確
認できます。

12. PCIeライザーケージをハウジングに戻
します。
注記:PCIeライザーケージ内のライ
ザーカードがマザーボードに注意深く
挿入されていることを確認してくださ
い。

13. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。
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6.5.4 ハードウェアRAIDシステムの設定
ハードウェアRAIDシステムと一緒に装置を注文した場合、ハードウェアRAIDアダプタ
カードは既に出荷時状態で取り付けられ設定されました。
後でハードウェアRAIDアダプタカードを取り付ける場合、取り付け後にハードウェア
RAIDシステムを設定する必要があります。これを次のようにして実行します。

• まず、ハードウェアRAIDアダプタカードのファームウェアのBIOS Setupを使用して
RAIDシステムをセットアップします。

• 次に、ハードウェアRAIDアダプタ カードの設定を構成します。

必要条件

注記
ハードウェアRAIDシステムの場合、ドライブは取り外し可能なトレイにのみ統合してくだ
さい。

• RAIDシステムに必要なドライブが装置に設置されています。「取り外し可能なトレイの
ドライブの変更(SATA、U.3 NVMe) (ページ 94)」を参照してください。

• ハードウェアRAIDアダプタカードが取り付けられていること。「ハードウェアRAIDアダ
プタカードの取り付け (ページ 101)」を参照してください。

ハードウェアRAIDシステムのセットアップ
1. 装置のスイッチをオンにするか、再起動します。
2. ファームウェアのユーザーインターフェースにアクセスするには、装置の電源を入れた

後、対応するメッセージが表示されたらすぐに<Del>ボタンを押します。
ファームウェアのユーザーインターフェースが開きます。ここでは、ナビゲーションに
使用できる次のキーがあります。

ファームウェアでのナビゲーション
アクション キー
– エントリを選択

(次いで選択を確定)
– キーボードの矢印キー

– 選択を確定
例外:
– ドライブ統合時の選択内容の確定:

– <Return>キー
例外:
– <Space>キーボード

– 前のウィンドウに戻る – <Esc>キー 

3. キーボードの右矢印キーと左矢印キーを使用して、ファームウェア選択メニューからエ
ントリ[Advanced]を選択します。

4. リストから「Broadcom <MegaRAID 9560-16i>」または「Broadcom <MegaRAID
9670-24i>」ハードウェアRAIDアダプタカードを選択します。
ハードウェアRAIDアダプタカードのファームウェアが開きます。
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設定を選択して保存するには、ファームウェアのナビゲートに関する情報を参照してく
ださい。上記を参照してください。

5. [Create Virtual Drive]を選択します。
6. [Select RAID Level]を選択します。

使用可能なRAIDレベル設定のリストが表示されます。
7. リストから、RAIDシステムに統合するドライブを選択します。キーボードの

<Enter>キーを押して、[Enabled]を選択します。
装置のドライブの取付位置に関する情報は、「取り外し可能なトレイのドライブの変更
(SATA、U.3 NVMe) (ページ 94)」で参照できます。

8. [Apply Changes]を選択します。
9. [Save Configuration]を選択します。

ハードウェアRAIDアダプタカード設定の構成(Configure Controller Settings)
1. RAIDシステムをセットアップした後、ドライブグループとメニュー項目[Capacity

Allocation]をメインメニューから選択します。
2. 独自の要件に応じてRAIDシステムを変更するためのさまざまなオプションが利用できる

ようになりました。
付属のデータストレージ媒体の詳細については、ディレクトリ
「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」を参照してください。

3. [Apply Changes]を選択して設定を保存します。
4. <F10>キーを押してすべての設定を保存し、ファームウェアのユーザーイン

ターフェースを終了します。
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6.5.5 [Broadcom LSI® Storage Authority Software]によるハードウェアRAIDシステ
ムのモニタ 

[Broadcom LSI® Storage Authority Software]を使用すると、ハードウェアRAIDシステムをモ
ニタし、システムを診断するための重要な情報を表示できます。

必要条件
• オペレーティングシステムを再起動します。
• オペレーティングシステムが、ユーザー名およびパスワードで保護されていること
• 管理者権限を持っていること

[Broadcom LSI® Storage Authority Software]によるハードウェアRAIDシステムのモニタ
[Broadcom LSI® Storage Authority Software]の使用に関する詳細な情報は、提供された
データストレージ媒体のディレクトリ「DocuAndDrivers\Drivers\Broadcom\LSA」にあるソフ
トウェアのユーザーガイドに記載されています。
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装置の保守と修理 7 
7.1 修理に関する情報

警告
未許可で開いて、不適切な修理や拡張を行うことによるリスク
拡張するときに不適切な手順で行うと、装置を破損したりユーザーを危険にさらす恐れが
あります。 
システム拡張を取り付けたり交換したりして装置を破損した場合は、保証が無効になりま
す。 
この理由で、「装置およびシステム拡張に関する注意事項 (ページ 34)」の情報を順守して
ください。

7.2 イメージの作成
Windowsでのデータバックアップには、SIMATIC IPC Image&Partition Creatorソフトウェアを
お勧めします。このソフトウェアには、ドライブの完全なコンテンツと個々の
パーティション(イメージ)をバックアップし、迅速に復元するための便利で効率的な機能が
備わっています。 

注記
ハードウェアサポート
SIMATIC IPC Image&Partition Creatorの古いバージョンは、装置ハードウェアをサポートし
ません。サポートはバージョン3.6.4以降でのみ使用可能です。

このソフトウェアはオートメーションとドライブの技術の注文システム「Industry Mall」
(http://mall.automation.siemens.com)から注文できます。SIMATIC IPC Image&Partition
Creatorの詳細については、対応する製品マニュアルを参照してください。 
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7.3 保守間隔
システムの可用性を高く保つには、摩耗するPC構成部品を予防的に交換することをお勧めし
ます。この交換の間隔は、以下の表のとおりです。

構成部品 交換周期
SSDドライブ 使用のタイプに依存*

バックアップバッテリ 5年

ファン 3年

フィルタマット 汚れの程度によります

* フラッシュドライブ(SSD)の交換の間隔は、使用するタイプによって大きく異なります。
特定の間隔を指定することはできません。

7.4 ハードウェアの取り外しと取り付け

7.4.1 フロントカバー内のフィルタマットの交換

必要条件
• フロントカバーが取り外されていること。「フロントカバーの取り外しと取り付け

(ページ 51)」を参照してください。
• 同一タイプのフィルタマットである純正スペア部品を用意していること。

手順
1. フィルタマットを取り外します。

注記:まずはロックが付いている側から取り外します。
2. 新しいフィルタマットを挿入します。
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下記も参照
装置をオフにする (ページ 49)
保守間隔 (ページ 110)

7.4.2 GPUライザーケージの交換

必要条件
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• 同一タイプの操作/表示モジュールである純正スペア部品を用意していること。
• Torx T10型ネジまわし

手順

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。

2. 必要に応じて、GPUブラケットのネジ
を緩めます。
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3. ハンドルを持ってGPUライザーケージ
を注意深く上に引っ張ります。
注記:ケーブルの配線のため、説明した
順序に従ってください。

拡張カードが設置されている場合は、次の6つのステップを実行します。それ以外の場合
は、6番目と7番目のステップを実行してから、10番目のステップにジャンプします。
4. ロックブラケットを矢印の方向に回転

させます。

5. 拡張カードをGPUライザーケージから
引き出します。

6. 信号ケーブルをGPUライザーケージか
ら引き出します。

7. 信号ケーブルを新しいGPUライ
ザーケージに挿入します。

8. 拡張カードを新しいGPUライ
ザーケージに挿入します。
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9. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

10. 新しいGPUライザーケージをハウジン
グに取り付けます。
右側のライザーケージのケーブルが付
属のガイド内にあることを確認してく
ださい。

11. 必要に応じて、GPUブラケットを
GPUレールにネジで戻します。

12. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。

7.4.3 PCIeライザーケージの交換

必要条件
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• 同一タイプの操作/表示モジュールである純正スペア部品を用意していること。
• Torx T10型ネジまわし

手順

1. 装置の背面にある強調表示された刻み
付きネジを緩めます。
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2. ハンドルを持ってPCIeライザーケージ
を注意深く引き上げます。
PCIeライザーケージにあるライ
ザーカードはマザーボードに挿入され
ているため、この場合は取り外しがよ
り困難になります。

3. 信号ケーブルをPCIeライザーケージか
ら取り外します。

拡張カードが設置されている場合は、次の4つのステップを実行します。それ以外の場合
は、8番目のステップに進みます。
4. ロックブラケットを矢印の方向に回転

させます。
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5. 拡張カードをPCIeライザーケージから
取り外します。

6. 拡張カードを新しいPCIeライ
ザーケージに挿入します。

7. ロッキングブラケットを開始位置まで
回転させます。

8. 信号ケーブルを新しいPCIeライ
ザーケージに挿入します。

9. 新しいPCIeライザーケージをハウジン
グに取り付けます。PCIeライ
ザーケージ内のライザーカードがマ
ザーボードに注意深く挿入されている
ことを確認してください。

10. 装置の背面にある刻み付きネジを締め
ます。
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7.4.4 エアダクトの交換
エアダクトはデバイスの内部にあります。
エアダクトは、CPUおよびメモリモジュール用のスロットの上のGPUレールにあります。

注記
ユニットはエアダクトが取り付けられている場合にのみ操作できます。

必要条件
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」を参照してください。
• GPUライザーケージが取り外されていること。「GPUライザーケージの交換 (ページ

111)」を参照してください。
• Torx T10型ネジまわし

エアダクトの取り外し

1. 装置の両側にある強調表示されている
ネジを取り外します。

2. 両側の取り付けクリップを矢印の方向
に開きます。

3. 取り外し可能なトレイのモジュールを
前方にスライドさせます。
注記:これを行うには、装置の両側を持
ち、両方の親指で同時に矢印の方向に
前方に押します。
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4. 両側のGPUレールの強調表示された取
り付けクリップを開きます。

5. GPUレール上のエアダクトを持ち、矢
印の方向に上に傾けます。

6. エアダクトを上向きに注意深く取り外
します。

エアダクトの設置

1. 図に示すように、エアダクトをハウジ
ング内に斜めに導きます。
注記:エアダクトを設置するときに
ケーブルが損傷していないことを確認
してください。
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2. GPUレールの取り付けクリップを両側
の矢印の方向に閉じます。

3. 取り外し可能なトレイのモジュールを
ガイド内に下方にスライドさせてか
ら、後方にスライドさせます。

4. 両側の取り付けクリップを矢印の方向
に閉じます。

5. デバイスの両側にある強調表示された
ネジを締めます。
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7.4.5 装置用冷却ファンの交換
6つの装置用冷却ファンはフロントカバーの後ろにあります。

必要条件
• フロントカバーが取り外されていること。「フロントカバーの取り外しと取り付け

(ページ 51)」を参照してください。
• 同一タイプのファンである純正スペア部品を用意していること。

注記
設置中に、適切なファンが変更に使用できることを確認してください。

手順

1. インターロックを一緒に押し、押した
ままにします。

2. 前面からファンを取り外します。
3. 新しいファンを所定の取り付け位置に

カチッと音がして収まるまで挿入しま
す。

下記も参照
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)
保守間隔 (ページ 110)
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7.4.6 バックアップバッテリの交換

警告
火災や爆発、有害物質の放出のリスク
Risk of fire or explotion if the battery is replaced by an incorrect type. Dispose of Used
Batteries According to the instructions.
Es besteht Brand- oder Explosionsgefahr, wenn die Batterie durch einen falschen Typ ersetzt
wird. Entsorgen Sie gebrauchte Batterien gemäß den Anweisungen.
Risque d'incendie ou d'explosion si la batterie est remplacée par un type incorrect. Jetez les
piles usagées conformément aux instructions.
リチウムバッテリの火災や爆発、およびそれによる有害物質の放出は、人体に重大な傷害
を負わせる可能性があります。破損した電池は、装置の機能を危険にさらします。
• 使用済み電池はすぐに交換してください。「保守間隔 (ページ 110)」の情報を参照して

ください。
• リチウム電池は、同じ電池または製造元によって推奨されているタイプの電池とのみ交

換してください。
• リチウム電池を火に投げ込まないでください。電池本体へのハンダ付け、再充電、分

解、短絡、逆極性、100℃以上の加熱を行わないでください。直射日光、湿気、結露か
ら保護してください。

必要条件
• 同一タイプのバックアップバッテリである純正スペア部品を用意していること(リチウム

電池の商品番号:A5E30877908 CR2032)
• 電池を交換するときに、装置の設定データとしてのファームウェア設定が削除されるこ

とを認識していること。
これに関する情報は、詳細なファームウェア/BIOS説明で参照できます。「装置を操作す
るための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)」を参照してください。

• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ
49)」を参照してください。

• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」の重要な情報を参照し
てください。

• 使用済みバッテリに関連する地域の規制を順守していること。

120
サーバーSIMATIC IPC RS-828A

操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC

装置の保守と修理
7.4 ハードウェアの取り外しと取り付け



手順 

1. 装置の両側にある強調表示されている
ネジを取り外します。

2. 両側の取り付けクリップを矢印の方向
に開きます。

3. 取り外し可能なトレイのモジュールを
前方にスライドさせます。
注記:これを行うには、装置の両側を持
ち、両方の親指で同時に矢印の方向に
前方に押します。

4. 取り外し可能なトレイのモジュールを
上方向に持ち上げて取り外します。
注記:マザーボードへつながれている取
り外し可能なトレイのモジュールの
ケーブルが緩んでいないことを確認し
てください。
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5. バックアップバッテリをスロットから
上方に引き出しながら、親指と人差し
指で矢印の方向に注意深くバック
アップ バッテリを押します。

6. 前のステップを逆の順序で実行して、
新しいバックアップバッテリを挿入し
ます。
バックアップバッテリが正しく配置さ
れていることを確認してください。

7. 取り外し可能なトレイのモジュールを
ガイド内に下方にスライドさせてか
ら、後方にスライドさせます。

8. 両側の取り付けクリップを矢印の方向
に閉じます。

9. デバイスの両側にある強調表示された
ネジを締めます。
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10. デバイスを閉じます。「ハウジングの
開閉 (ページ 73)」を参照してくださ
い。

11. ファームウェア設定を確認します。

下記も参照
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)

7.4.7 電源ユニットの交換

必要条件 
• 同一タイプの単一電源ユニットである純正スペア部品を用意していること。

手順

1. 交換する電源モジュールから電源
ケーブルを取り外します。

2. 強調表示されたブラケットを前方に畳
みます。

3. 交換する電源ユニットのクロージャを
横に押し、ブラケットを使用して電源
ユニットをデバイスから取り外しま
す。

4. 新しい電源ユニットを空の取り付けス
ロットに、カチッと音がして所定の位
置に収まるまで挿入します。

下記も参照
装置をオフにする (ページ 49)
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)
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7.4.8 プロセッサの交換

必要条件
• 装置がライン電圧から完全に接続解除されていること。「装置をオフにする (ページ

49)」を参照してください。
• 装置が開いた状態であること。「ハウジングの開閉 (ページ 73)」の重要な情報を参照し

てください。
• エアダクトが取り外されていること。「エアダクトの交換 (ページ 116)」を参照してく

ださい。
• 純正スペア部品。同じタイプのプロセッサとヒートシンクであることを意味します。

認可されたプロセッサのみ、マザーボードに設置することが許可されます。
• トルク1.5 NmのTorx T20型ネジまわし

通知
プロセッサへの損傷
プロセッサが許可されるよりも高いクロック周波数で動作する場合、破壊されたり、
データ損失の原因となる可能性があります。
– 許可されたクロック周波数以下のクロック周波数でのみ、プロセッサを動作させて

ください。

手順

1. 6本のネジを、6、5、4、3、2、1のラ
ベル順に外します。
プロセッサのヒートシンクを取り外し
ます。
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2. 強調表示されたネジを開きます。
ベースカバーを持ち上げます。

3. 青色のクランプを引いて、プロセッサ
ソケットを持ち上げます。
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4. プロセッサを取り外します。
注記:ソケットの接点スプリングは、
(不適切なCPUの挿入や異物の混入な
どによる)機械的損傷に非常に敏感で
す。接点スプリングは、必ずプロ
セッサのコンタクト側と平らに接触さ
せてください。

5. 新しいプロセッサを金属ソケットにス
ライドさせます。
カチッと音がして所定の位置に収まる
まで、プロセッサを押し込みます。
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6. プロセッサソケットを押し下げて、青
色の端子を所定の位置にカチッとはめ
込みます。

7. 強調表示されたネジを閉じます。
注記:トルクは1.5 Nmを確保してくだ
さい。
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8. プロセッサの新しいヒートシンクを次
のように正確に取り付けます。
注記:1～6のラベル順を順守してくだ
さい。

1. まずネジを2.5回転ずつ締めます。
2. 次に、各ネジを1.5 Nmのトルクで

締めます。

下記も参照
ハードウェアアクセサリ (ページ 27)

7.5 オペレーティングシステム、ソフトウェアおよびドライバのインス
トール

7.5.1 オペレーティングシステムの復元またはインストール

装置と一緒に注文したオペレーティングシステムの復元または再インストールに関する情報
は、詳細なオペレーティングシステムの説明で参照できます(「重要な指示および装置の操
作説明書 (ページ 10)」を参照)。

7.5.2 ソフトウェアおよびドライバの設置
提供されたUSBスティックで(読み取り専用)、「Documentation and Drivers」スイートを見
つけ、これを使用してすべての同梱ソフトウェアおよびドライバをインストールできます。

手順
1. 提供されたUSBフラッシュドライブを接続します。
2. 「START_DocuAndDrivers.CMD」ファイルを実行して、USBフラッシュドライブから「マ

ニュアルおよびドライバ」スイートを起動します。
3. 希望するソフトウェアおよびドライバをインストールします。
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7.6 ファームウェア/BIOSの設定
ファームウェア/BIOSの設定に関する情報および引渡し状態のファームウェア設定に関する
情報は、「ファームウェア/BIOS説明
(https://support.industry.siemens.com/cs/ww/en/view/109824908)」で参照できます。

注記
BIOS更新中のクラッシュなどのために、IPCがもはや起動されていない場合、お近くの
SIEMENS連絡窓口にお問い合わせください。

7.7 リサイクルと廃棄処分
汚染が低レベルに抑制されていることにより、これらの操作説明書で説明する装置はリサイ
クルできます。環境的に許容される旧型機のリサイクルや処分については、承認された電子
機器スクラップ廃棄物処理センタにお問合せください。装置の廃棄はお客様の国の関連規則
に従って行ってください。
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技術仕様 8 
8.1 技術仕様の適用可能性

注記
次の技術仕様は、次の条件下でのみ適用されます。
• 装置が正常に運転できる状態になっていること。
• ファンカバーおよびフィルタパッドが取り付けられていること。
• 装置が閉じた状態であること。

8.2 一般的な技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

商品コード 6AG4102-0....-.... (詳細については、注文ドキュメントを参照してください)

フロントカバー付き:438.5 x 88 x 584.22 (幅 x 高さ x 奥行き(mm))
フロントカバーなし:438.5 x 88 x 580 (幅 x 高さ x 奥行き(mm))

寸法

詳細な寸法仕様については、「装置の寸法図 (ページ 138)」を参照してください。

重量 最大27.8 kg

電源電圧(VN) 2 x 100V AC～127V ACおよび2 x 240 V AC

単一電源80 PLUSチタン
• 100 Vでの直流電流: ≤ 13.8 A
• 230 Vでの連続電流: ≤ 10.74 A (最大16 Aまで許容)
• 起動時: ≤ 50 A (3.6 ms)

1 + 1冗長電源80 PLUS Titanium
• 100 Vでの直流電流: ≤ 13.8 A
• 230 Vでの連続電流: ≤ 10.74 A (最大16 Aまで許容)
• 起動時: ≤ 50 A (3.6 ms)

入力電流

上位レベルプラント回路の寸法に関する情報 
16 Aの標準トリップ電流用に設計されたヒューズがIPCの電源に組み込まれていま
す。[タイムラグ]タイプではパルス電流も考慮されています。故障の場合、この
ヒューズは装置を電源装置からの適切な切り離しを保証します。 
上位レベルの電源回路を保護するため、16 A以上であることに加えて、この回路を介
しても電圧が印加される追加装置の電源要件にも対応するヒューズを使用することを
推奨します。上位レベルの保護の引き外し特性を、IPCの始動電流および他の装置の
始動電流に対して考慮する必要があります。

周波数 50 Hz～60 Hz (最小47 Hz～最大63 Hz、正弦波)

最大設定時の消費電力 電力(Pout):2405 W、効率:93.24%
単一電源: ≤ 2600 W (92.78%の効率)

電力損失、熱放出 2400 W = 2.27 BTU/s



• 100 Vで12 V/82 A
• 230 Vで12 V/211 A
• 12 Vsb/2.1 A

電流出力(DC)

全電圧出力の合計は最大2532 Wです。

ノイズエミッション • EN ISO 7779に準拠した25 °Cで< 70 db(A)
ファン負荷45%、すべてのドライブが動作中、システムは高負荷状態

• EN ISO 7779に準拠した25 °Cで< 60 db(A)
ファン負荷30%、すべてのドライブが動作中、CPUは軽負荷

• EN ISO 7779に準拠した25 °Cで< 60 db(A)
ファン負荷30%、アイドル動作、ドライブは非アクティブ

注記:装置の起動後のブートプロセス中のノイズレベルは大幅に大きくなります。

保護等級 EN 60529に準拠したIP 20 (前面カバーの有無にかかわらず)

安全性

保護クラス IEC 61140に準拠した保護クラスI

汚染レベル 装置は、公害レベル2の環境に適合して設計されています。

過渡過電圧 装置は、過電圧カテゴリ
II (最大2500 Vの過渡過電圧)の電源に接続するよう設計されています。

安全規則 • UL 60950-1/CSA 60950-1
• IEC 60950-1
• UL 62368-1/CSA 62368-1
• IEC 62368-1
• CB IEC 60950-1
• CB IEC 62368-1 

8.3 電流/電力要件および電源

8.3.1 システムコンポーネントの電流および電力要件
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

最大電力消費 

構成部品 電力消費
AMD EPYC 9454 290 W

NVIDIA GPU H100 350 W

RAM 6 W

前面ファン 66 W

U.3 NVMe SSD 15 W

SATA SSD 3.6 W

M.2 SSD 8 W
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公称電力値

構成部品 消費電力cTDP min 消費電力cTDP max
CPU EPYC 9124

CPU EPYC 9254

200 W 240 W

CPU EPYC 9354

CPU EPYC 9454

240 W 320 W

注記
上位レベルプラント回路のヒューズの寸法
16 Aの標準トリップ電流用に設計されたヒューズがIPCの電源に組み込まれています。[タイ
ムラグ]タイプではパルス電流も考慮されています。故障の場合、このヒューズは装置を電
源装置からの適切な切り離しを保証します。
上位レベルの電源回路を保護するため、16 A以上であることに加えて、この回路を介しても
電圧が印加される追加装置の電源要件にも対応するヒューズを使用することを推奨します。
上位レベルの保護の引き外し特性を、IPCの始動電流および他の装置の始動電流に対して考
慮する必要があります。

8.3.2 電源(AC)の技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

出力電圧/電流 

電圧 最大電流
+12.2 V 82 A

+12.2 Vsb 2.1 A

すべての電圧の合計は最大2600 Wです。
突入電流: 

• 0 ℃で29.97 A
• 25 °Cで32.94 A
• 50 °Cで39.62 A

瞬時停電 
• 5 ms
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8.4 電磁環境適合性
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

妨害電波放射 EN 61000-6-3、EN 61000-6-4
EN 55032適合クラスA、FCC適合クラスA、KS C 9832適合クラスA
EN 61000-3-2クラスD、EN 61000-3-3

耐干渉性 EN 61000-6-1、EN 61000-6-2、KS C 9835

耐ノイズ性: 
電源ラインに伝導する干渉

± 2 kV、IEC 61000-4-4に準拠、バースト
± 1 kV、IEC 61000-4-5に準拠、サージ対称
± 2 kV、IEC 61000-4-5に準拠、サージ対称

信号線の耐ノイズ性 ± 2 kV、IEC 61000-4-4に準拠、バースト、長さ30 m超
± 1 kV、IEC 61000-4-4に準拠、バースト、長さ30 m未満
± 2 kV、IEC 61000-4-5に準拠、バースト、長さ30 m超

静電気放電に対する耐性 ± 6 kV接触放電(IEC 61000-4-2に準拠)
± 8 kV空気放電(IEC 61000-4-2に準拠)

無線外乱に対する耐性 • 10 V/m、80～2700 MHz
80% AM、IEC 61000-4-3に準拠

• 3 V/m、2.7～6 GHz
80% AM、IEC 61000-4-3に準拠

• 10 V、150 kHz～80 MHz
80% AM、IEC 61000-4-6に準拠

磁気フィールド 100 A/m、50 Hz/60 Hz (IEC 61000-4-8に準拠)

8.5 周辺環境
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

周囲の気候条件

温度 IEC 60068-2-2、IEC 60068-2-1、IEC 60068-2-14に準拠してテスト済み

操作 +0 °C～+45 °C1

変化率: 10 K/h以下、結露なし

保管/輸送 -20 °C～+60 °C
変化率: 20 K/h以下、結露なし

相対湿度 IEC 60068-2-78、IEC 60068-2-30に準拠してテスト済み

操作 30 °Cで5%～85%、結露なし
変化率: 10%/h以下、結露なし

保管/輸送 25 °C～55 °Cで5%～95%、結露なし
変化率: 20%/h以下、結露なし

大気圧

操作 1080～689 hPa
-1000 m～3000 mの高度に相当

保管/輸送 1080～540 hPa、
-1000 m～5000 mの高度に相当

機械的周囲条件

振動 IEC 60068-2-6に準拠して試験済み、10サイクル

操作 10～58 Hz:0.0375 mm、58 Hz～500 Hz:4.9 m/s2
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保管/輸送 5～8.51 Hz、振幅3.5 mm、8.51～500 Hz:9.8 m/s2

衝撃耐性 IEC 60068-2-27に準拠してテスト済み

操作 半正弦波:50 m/s2、30 ms、軸ごとの衝撃回数100回

保管/輸送 半正弦波、250 m/s2、6 ms、軸ごとの衝撃回数1000回

特殊機能

品質保証 ISO 9001に準拠

1 デバイス装置に応じて制限。

8.6 ドライブの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。
ドライブに関する情報は、注文資料で参照できます。

最大数 7 (選択した設定によって異なります)

SSD SSDタイプ (フラッシュメモリ):
• 2.5インチSATA、6 Gbps。2 TB。
• 2.5インチU.3 NVMe、1024 Gbps。2 TB。

M.2 SSD M.2-22110キーM、PCIe第3世代 x 4。1TBと2TB

下記も参照
取り外し可能なトレイを備えたドライブケージ内のドライブ (ページ 94)
マザーボード上のドライブ(内蔵) (ページ 96)

8.7 マザーボードの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

チップセット プロセッサに統合

プロセッサ • デュアルソケットSP5 - 2 x AMD EPYC™ 9124組み込みシリーズサーバープロ
セッサ
最大240W cTDP、それぞれ16コア、2.7GHz、64MBキャッシュ

• デュアルソケットSP5 - 2 x AMD EPYC™ 9254組み込みシリーズサーバープロ
セッサ
最大240W cTDP、それぞれ24コア、2.5GHz、128MBのキャッシュ

• デュアルソケットSP5 - 2 x AMD EPYC™ 9354組み込みシリーズサーバープロ
セッサ
最大300W cTDP、それぞれ32コア、3.25GHz、256MBのキャッシュ

• デュアルソケットSP5 - 2 x AMD EPYC™ 9454組み込みシリーズサーバープロ
セッサ
最大400W cTDP、それぞれ48コア、2.35GHz、256MBのキャッシュ

メモリモジュール用スロット DDR5 RDIMM用の24 x DIMMベース、最大6 TBまで拡張可能
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メインメモリ 256 GB、最大6 TB、DDR5 RDIMM

16×拡張カードを備えるPCIeス
ロットごとの電力消費(最大許容)

• 3.3 V / 3 A
• 12 V/5.5 A

最大周囲温度45 °Cでのスロットご
と電力損失(許容)

75 W以下

拡張カードスロット

拡張カードスロット • デュアルスロットGPU拡張用の2 x スロットPCIe 5.0 x16 (16または8レーン)
(FHFL)、スロット1と3

• シングルスロットGPU拡張用の2 x スロットPCIe 5.0 x16 (8レーン) (FHFL)、ス
ロット1、2、3、4

• シングルスロット拡張用の3 x スロット PCIe 5.0 x16 (16レーン) (FHHL)、スロット
5、6、7

拡張カード
詳細については、「拡張カードスロット (ページ 152)」を参照してください。

8.8 ハードウェアRAIDアダプタカードの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

Broadcom MegaRAID 9670-24iストレージコントローラ

コントローラ • SATA、NVMeハードウェアRAIDコントローラ、PCIe x8、RAID 1、5
• データ転送速度:24 Gbps
• キャッシュメモリ:8 GB

アダプタ • 1 x SATAドライブ用MCIO
• 2 x U.3 NVMeドライブ用SlimSAS

最大理論コントローラデータ速度 • 24Gbps/ポート

メモリ • オンボードキャッシュメモリ用のメンテナンスフリーバッファユニット

Broadcom MegaRAID 9560-16iストレージコントローラ

コントローラ • SATA、NVMeハードウェアRAIDコントローラ、PCIe x8、RAID 1、5
• データ転送速度:12 Gbps
• キャッシュメモリ:8 GB

アダプタ • 1 x SATAドライブ用MCIO
• 1 x U.3 NVMeドライブ用SlimSAS

最大理論コントローラデータ速度 • 12 Gbps/ポート

メモリ • オンボードキャッシュメモリ用のメンテナンスフリーバッファユニット
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8.9 グラフィックの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

グラフィックコントローラ ASPEED AST2600 Graphics Family (WDDM) 

グラフィックメモリ PCIe VGA/2Dコントローラ
アダプタRAM:64 MB

解像度/周波数/色 VGA、最大1920 × 1200ピクセル、60 Hz時。最大32ビット/ピクセルの色深度。

拡張カードに関する技術仕様

タイプ NVIDIA A100 NVIDIA L40 NVIDIA H100 NVIDIA L4
メモリ容量 80 GB 48 GB 80 GB 24 GB

Power 300 W 300 W 350 W 72 W

フォームファクタ フルハイトフルレングス(FHFL)、 
デュアルスロット

ハーフハイトハーフレ
ングス(HHHL)、

シングルスロット

PCIe PCIe Gen4 x 16 PCIe Gen5.0 x
16、Gen5 x 8、Gen4 x

16

PCIe Gen4 x 16、x 8、
Gen3 x 16

冷却 パッシブ

電源 8ピン 16ピン PCIe経由

最高温度 85 ℃ 88 ℃ 87 ℃ 88 ℃

下記も参照
I/O装置の接続 (ページ 46)

8.10 インターフェースの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」の注意事項を参照してください。 
接続するI/Oについては純正の接続方法のみを使用してください。

COM 1 シリアルポート1 (V.24)、9ピンD-SUBソケット

VGA VGAインターフェースを備えたアナログモニターの接続

USB 3.2第1世代、タイプA USB 3.2 SuperSpeed+ USB 3.1/3.0/2.0/1.1との下位互換性
• 装置の前面:

2×900 mA/高電流 1

2 × イーサネットインターフェース(RJ45)、10 GbpsEthernet 

1 x リモートアクセスおよびメンテナンス用イーサネットベースボード管理コント
ローラ(BMC)、1 Gbps

1 合計で3 A以下
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下記も参照
装置の寸法図 (ページ 138)

8.11 伸縮レールの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。

ペアあたりの究極負荷 33 kg以下

引出全長 1220 mm

レールの高さ 43.8 mm

締め付け 優れたクリップとスプリング技術により工具不要

8.12 オペレーティングシステムの技術仕様
「技術仕様の適用可能性 (ページ 130)」にある注意事項を参照してください。
注文した装置設定に応じて、装置に次のオペレーティングシステムがインストールされるか
どうかが決まります。

• Microsoft® Windows® Server 2022 Standard CAL-less Edition、64ビット
• Microsoft® Windows® Server 2025 Standard CAL-less Edition、64ビット

引渡し状態のブートモードおよびパーティション

Windows® Server 2022およびWindows® Server 2025の引渡し状態 
引渡しの状態では、Windows® Server 2022およびWindows® Server 2025はUEFIモードで起
動します。
パーティション分割を次の表に示します。

パーティ­
ション

名称 サイズ ファイルシステム

第1 Boot 260 MB FAT32

第2 System 300 GB (1 TB M.2 SSD使用時)
400 GB (2 TB M.2 SSD使用時)

NTFS (非圧縮)

第3 Data 残り NTFS (非圧縮)

下記も参照
装置を操作するための重要な指示およびマニュアル (ページ 10)
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寸法図 9 
9.1 装置の寸法図

注記
IEC 60297-3-100 
このシステムは、IEC 60297-3-100に準拠する2Uの要件を満たしています。

正面図と上面図



すべての寸法はmm単位です

すべての寸法はmm単位です
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9.2 拡張カードA100、H100、L40の寸法図

NVIDIA A100 TensorコアGPU、NVIDIA H100 TensorコアGPU、NVIDIA L40 GPU

267.7

59.05
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6

1
1
1
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5

すべての寸法はmm単位です

9.3 拡張カードL4の寸法図

NVIDIA L4 TensorコアGPU

168.54

59.05

6
8
.9
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1
0
4
.8
6

すべての寸法はmm単位です
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9.4 拡張カードX710の寸法図

Intel X710

154.5

6
8
.5

59.05

すべての寸法はmm単位です
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規格と承認 10 
10.1 適用範囲

注記
適用範囲
可能な承認については、後述を参照してください。ご使用の装置に適用される承認は、銘板
に記載されています。

10.2 CEマーキング
デバイスは、以下の指令の一般必要条件と安全関連の必要条件に対応しています。また、
オートメーションシステムは、欧州連合の公報で公開された統一欧州標準(EN)にも準拠して
います。

• 2014/30/EU「電磁環境両立性指令」(EMC指令)
装置は、CEマークに対応する次の適用分野向けに設計されています。

要件適用範囲
妨害電波放射 耐干渉性

工業用 EN 61000-6-4 EN 61000-6-2

装置は、EN 61000-3-2 (過渡電流)およびEN 61000-3-3 (電圧変動とフリッカ)に準拠して
います。

• 2014/35/EU「特定の制限された電圧値内で使用される電気装置」(低電圧指令)
この規格への適合性は、EN IEC 62368-1に従って検証されています。

• 2011/65/EU「電気電子機器中の特定有害物質の使用の制限」(RoHS指令)
• 2019/424/EU「指令 2009/125/ECに準拠したサーバーおよびデータストレージ製品のエコ

デザイン要件の設定」

EC適合性宣言 
関連する適合性宣言は、インターネット上の次のアドレスを参照してください。Rack PC認
証 (http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/10805674/134200)

http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/10805674/134200


10.3 UKCAマーキング
本装置は、英国政府の公式な統合リストで公開された電気機器向けに指定された英国規格
(BS)に準拠しています。この装置は、次の規制および関連する修正項の要件および保護対象
に適合しています。

• 電気機器(安全)規制2016 (低電圧)
• 電磁環境適合性規制2016 (EMC)
• 爆発的雰囲気での使用を目的とした機器および保護システム2016 (爆発保護)1

• 電気機器および電子機器中の特定有害物質の使用の制限2012 (RoHS)
1 :銘板のマーキング(該当する場合)
この装置は、イギリスおよび北アイルランドのエコデザイン規制の対象です。

• 2019/424/EU「指令 2009/125/ECに準拠したサーバーおよびデータストレージ製品のエコ
デザイン要件の設定」

UKCA/EC適合性宣言
関連する適合性宣言は、インターネット上の次のアドレスを参照してください。 

• http://support.automation.siemens.com/WW/view/en/10805674/134200
(http://support.automation.siemens.com/WW/view/de/10805674/134200)

10.4 DIN ISO9001認証とソフトウェアライセンス契約

ISO 9001認証
全体的な製品作成プロセス(開発、製造、販売)のためのSiemens社品質管理システムは、ISO
9001の要件を満たしています。
これはDQS (ドイツ品質保証機構)により認定されています。 

ソフトウェア使用許諾契約
装置にソフトウェアが事前インストール済みで供給されている場合、対応するライセンス契
約に従わなければなりません。

10.5 cULusの承認
装置には次の認可を取得できます。 

• Underwriters Laboratories (UL)。規格UL 62368-1、ファイルE115352 (I.T.E.)に準拠。
• カナダ国家規格CAN/CSA-C22.2 No. 62368-1
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10.6 FCC (USA)

米国
Federal
Communications
Commission
Radio Frequency
Interference
Statement

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A
digital device, pursuant to Part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to
provide reasonable protection against harmful interference when the equipment
is operated in a commercial environment. This equipment generates, uses, and
can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance
with the instruction manual, may cause harmful interference to radio
communications. Operation of this equipment in a residential area is likely to
cause harmful interference in which case the user will be required to correct the
interference at his own expense. 

Shielded Cables Shielded cables must be used with this equipment to maintain compliance with
FCC regulations.

Modifications Changes or modifications not expressly approved by the manufacturer could void
the user’s authority to operate the equipment.

Conditions of
Operations

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the
following two conditions: (1) this device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including interference that
may cause undesired operation.

10.7 ICES Compliance (Canada)

カナダの注意事項 This Class A digital apparatus complies with Canadian ICES-003.

Avis Canadien Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-003 du
Canada.

10.8 オーストラリア/ニュージーランド(RCM)

オーストラリア/ニュージーランド 
この製品は標準EN 61000-6-4「工業地域の環境に対する排出基準」の要件を満たしていま
す。
This product meets the requirements of the standard EN 61000-6-4 Generic standards -
Emission standard for industrial environments.

10.9 韓国(KC)

韓国
この製品は、韓国認定の要件に適合しています。 
This product satisfies the requirement of the Korean Certification (KC Mark).
이 기기는 업무용(A급) 전자파 적합기기로서 판매자 또는 사용자는 이 점을 주의하시기 바라며
가정 외의 지역에서 사용하는 것을 목적으로 합니다.
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10.10 台湾(BSMI)

台湾
この製品は、CNS15598-1(109/06)、CNS15663 セクション 5 - 102/7、CNS15936
(105/09)の要件を満たしています。

10.11 インド(BIS)

BIS (インド)
この製品は、Bureau of Indian Standard (BIS)の要件に適合しています。
IS 13252(Part 1):2010/ IEC 60950-1 : 2005に準拠してテスト済み。
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ハードウェアの説明 A 
A.1 マザーボード

A.1.1 マザーボードのレイアウト
マザーボードは、これらの主なコンポーネントで構成されています。プロセッサおよび
チップセット、メモリモジュール用のスロット24個、内部および外部インターフェース、
フラッシュBIOS、バックアップバッテリ。



(1) メモリモジュール用スロット
(2) CPU 1
(3) CPU 2
(4) バックアップバッテリ

マザーボードの技術的な特徴
マザーボードの技術的な特徴は、「マザーボードの技術仕様 (ページ 134)」で参照できま
す。

A.1.2 マザーボードのインターフェース位置
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(1) PCIeライザーケージ
の拡張カード
要電源

(10) VGA (X70) (19) GPUライザーケージ2用MCIO
PCIe

(2) バックプレーン用SlimSATA (11) COM1 (X30) (20) 侵入検出用
信号ケーブル

(3) M.2 SSD 1 (12) USB 3.2 Gen 1 (X63/X64) (21) 電源
GPUライザーケージ1

(4) M.2 SSD 2 (13) 電源
GPUライザーケージ2

(22) 右フロントパネル用
信号ケーブル2

(5) PCIeライザーケージ用MCIO
PCIe

(14) GPUライザーケージ1
の拡張カード
用電源

(23) 右フロントパネル用
信号ケーブル1

(6) バックプレーン用MCIO (15) GPUライザーケージ2
の拡張カード
用電源

(24) 前面ファン

(7) 2 x イーサネット(X2P1/X3P1) (16) TPMソケット (25) バックプレーン用信号ケーブル
(8) USB 3.2 Gen 1 (X65/X66) (17) GPUライザーケージ1用MCIO

PCIe
(26) 左フロントパネル用信号ケーブ

ル
(9) イーサネット(X1P1) RJ45

(BMC管理ポート)
(18) 電源モジュール用スロット (27) バックプレーン用電源

A.1.3 バックプレーン上のインターフェースの位置

(1) MCIO
(2) SlimSATA
(3) 電源
(4) 信号ケーブル

下記も参照
マザーボードのインターフェース位置 (ページ 147)
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A.2 内部ポート

インターフェース コネクタ 割り付け

MCIO MCIOPCIE1
MCIOPCIE2
MCIOPCIE3
MCIOPCIE4
MCIOPCIE5
MCIOPCIE6
MCIOPCIE7
MCIOPCIE8
MCIOPCIE9

Slim SATA SLIMSATA1
SLIMSATA2

M.2 SSD NGFF1
NGFF2

GPUライザー ケージ内の電源
デュアルスロット拡張カード

VGAPWR3
VGAPWR4
VGAPWR5
VGAPWR6

前面ファン FRNT_FAN1
FRNT_FAN2
FRNT_FAN3
FRNT_FAN4
FRNT_FAN5
FRNT_FAN6

TPMソケット TPM1
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電源バックプレーン BPPWR2

電源GPUライザーケージ PWR3
PWR5

右フロントパネル用信号
ケーブル2

SYS_PANEL2

右フロントパネル用信号
ケーブル1

SYS_PANEL1
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信号ケーブルバックプレーン BP_I2C1

侵入検出用信号ケーブル INTRUSION1

左フロントパネルのUSB 3.2
Gen 1インターフェース用の信
号ケーブル

U31G1_34
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A.3 拡張カード

A.3.1 拡張カードスロット
バスボードは、ライザーカードとして設計されています。これらのライザーカードの機能
は、マザーボードと拡張カード間のプラグイン接続の空間偏差です。そのため、バスボード
は垂直に配置され、拡張カードはマザーボードに平行に配置されます。 
スロットには1～7の連続した番号が付けられます。「使用可能な拡張カード (ページ 76)」
を参照してください。
GPUおよびPCIeライザーカードを挿入するときは、スロット仕様に従います。

2スロットGPUライザー(GPUライザー ケージ内)
次の図は、GPUライザー カードを示しています。

① スロットGPU x 16レーン1 スロット1、スロット3
② スロットGPU x 16レーン1 スロット2、スロット4
③ 信号ケーブルの接続 スロット1+2、スロット3+4
1スロットの同時割り付けのための8レーン
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3スロットPCIeライザー(PCIeライザーケージ内)
次の図は、PCIeライザーカードを示しています。

① スロットPCIe x 16レーン スロット5
② スロットPCIe x 16レーン スロット6
③ スロットPCIe x 16レーン スロット7
④ 信号ピン スロット7
⑤ 信号ケーブルの接続 スロット6
⑥ 信号ケーブルの接続 スロット5

下記も参照
技術仕様 (ページ 130)

A.3.2 ライザーケージの拡張カード用スロットの割り付けを中断

注記
すべてのシステムリソース(ハードウェアアドレス、メモリ割り付け、割り込み割り付け、
DMAチャネル)は、ハードウェア機器、ドライバ、挿入された拡張カード、および接続され
た外部装置に基づいて、ファームウェアまたはオペレーティングシステムによって動的に割
り付けられます。
割り付けは自動的に実行され、接続された装置および挿入されたコンポーネントによって必
要とされるリソースには依存しません。この設定依存性のため、最終設定されたシステムに
関連する設定を特定することによってのみ、明確な記述を行うことができます。
リソースは、Windowsでは次のように表示できます。
1. 「Windows®キー」と「R」キーを同時に押します。
2. [開く]フィールドに「msinfo32」と入力します。
3. [OK]をクリックして、入力内容を確定します。
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A.4 外部インターフェース

注記
インターフェース仕様
下記に一覧表示されているすべての外部インターフェースのデータは、対応するイン
ターフェース仕様および使用目的に対応しています。

インターフェース コネクタ 説明 割り付け

COM X30 9ピン標準プラグ 
(± 12 V)

USB 3.2 Gen 1タ
イプA

X60、
X61、
X63、
X64、
X65、X66

USB3ポート0、1、USB2ポート0、1イン
ターフェース側 
(3.3 V、900 mA、10 Gbpsまで)

イーサネット
BMC管理ポート

X1P1 RJ45
(最高1 Gbps)

Ethernet 1および2 X2P1、
X3P1

RJ45
(最大10 Gbps)

VGA X70 9ピンD-subソケット

A.5 デバイスのステータスとエラーコード

デバイスの背面にステータスとエラーコードを表示

アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

01 操作 First post code

02 操作 Load BSP microcode

03 操作 Perform early platform Initialization

04 操作 Set cache as ram for PEI phase

05 操作 Establich Stack

SEC Start up Security Phase

06 操作 CPU Early Initialization

00 エラー General - SuccessPSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes) 01 エラー Generic Error Code
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

02 エラー Generic Memory Error

03 エラー Buffer Overflow

04 エラー Invalid Parameter(s)

05 エラー Invalid Data Length

06 エラー Data Alignment Error

07 エラー Null Pointer Error

08 エラー Unsupported Function

09 エラー Invalid Service ID

0A エラー Invalid Address

0B エラー Out of Resource Error

0C エラー Timeout

0D エラー Data abort exception

0E エラー Prefetch abort exception

0F エラー Out of Boundary Condition Reached

10 エラー Data corruption

11 エラー Invalid command

12 エラー The package type provided by BR is
incorrect

13 エラー Failed to retrieve FW header during FW
validation

14 エラー Key size not supported

15 エラー Agesa0 verification error

16 エラー SMU FW verification error

17 エラー OEM SINGING KEY verification error

18 エラー Generic FW Validation error

19 エラー RSA operation fail - bootloader

1A エラー CCP Passthrough operation failed -
internal status

1B エラー AES operation fail

1C エラー CCP state save failed

1D エラー CCP state restore failed

1E エラー SHA256/384 operation fail - internal
status

1F エラー ZLib Decompression operation fail

20 エラー HMAC-SHA256/384 operation fail -
internal status

21 エラー Booted from boot source not recognized
by PSP

22 エラー PSP directory entry not found

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

23 エラー PSP failed to set the write enable latch

155

ハードウェアの説明
A.5 デバイスのステータスとエラーコード

サーバーSIMATIC IPC RS-828A
操作説明書, 10/2025, A5E52813908-AC



アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

24 エラー PSP timed out because spirom took too
long

25 エラー Cannot find BIOS directory

26 エラー SpiRom is not valid

27 エラー Slave die has different security state from
master

28 エラー SMI interface init failure

29 エラー SMI interface generic error

2A エラー Invalid die ID executes MCM related
function

2B エラー Invalid MCM configuration table read
from bootrom

2C エラー Valid boot mode wasn't detected

2D エラー NVStorage init failure

2E エラー NVStorage generic error

2F エラー MCM 'error' to indicate slave has more
data to send

30 エラー MCM error if data size exceeds 32B

31 エラー Invalid client id for SVC MCM call

32 エラー MCM slave status register contains bad
bits

33 エラー MCM call was made in a single die
environment

34 エラー PSP secure mapped to invalid segment
(should be 0x400_0000)

35 エラー No physical x86 cores were found on die

36 エラー Insufficient space for secure OS (range of
free SRAM to SVC stack base)

37 エラー SYSHUB mapping memory target type is
not supported

38 エラー Attempt to unmap permanently mapped
TLB to PSP secure region

39 エラー Unable to map an SMN address to AXI
space

3A エラー Unable to map a SYSHUB address to AXI
space

3B エラー The count of CCXs or cores provided by
bootrom is not consistent

3C エラー Uncompressed image size doesn't match
value in compressed header

3D エラー Compressed option used in case where
not supported

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

3E エラー Fuse info on all dies don't match
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

3F エラー PSP sent message to SMU; SMU reported
an error

40 エラー Function RunPostX86ReleaseUnitTests
failed in memcmp()

41 エラー Interface between PSP to SMU not
available.

42 エラー Timer wait parameter too large

43 エラー Test harness module reported an error

44 エラー x86 wrote C2PMSG_0 interrupting PSP,
but the command has an invalid
format

45 エラー Failed to read from SPI the Bios Directory
or Bios Combo Directory

46 エラー Failed to find FW entry in SPL Table

47 エラー Failed to read the combo bios header

48 エラー SPL version mismatch

49 エラー Error in Validate and Loading AGESA APOB
SVC call

4A エラー Correct fuse bits for DIAG_BL loading not
set

4B エラー The UmcProgramKeys() function was not
called by AGESA

4C エラー Unconditional Unlock based on serial
numbers failure

4D エラー Syshub register programming mismatch
during readback

4E エラー Family ID in MP0_SFUSE_SEC[7:3] not
correct

4F エラー An operation was invoked that can only
be performed by the GM

50 エラー Failed to acquire host controller
semaphore to claim ownership of SMB

51 エラー Timed out waiting for host to complete
pending transactions

52 エラー Timed out waiting for slave to complete
pending transactions

53 エラー Unable to kill current transaction on host,
to force idle

54 エラー One of: Illegal command, Unclaimed
cycle, or Host time out

55 エラー An smbus transaction collision detected,
operation restarted

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

56 エラー Transaction failed to be started or
processed by host, or not completed
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

57 エラー An unsolicited smbus interrupt was
received

58 エラー An attempt to send an unsupported
PSP-SMU message was made

59 エラー An error/data corruption detected on
response from SMU for sent msg

5A エラー MCM Steady-state unit test failed

5B エラー S3 Enter failed

5C エラー AGESA BL did not set PSP SMU reserved
addresses via SVC call

5D エラー Reserved PSP/SMU memory region is
invalid

5E エラー CcxSecBisiEn not set in fuse RAM

5F エラー Received an unexpected result

60 エラー VMG Storage Init failed

61 エラー Failure in mbedTLS user app

62 エラー An error occured whilst attempting to
SMN map a fuse register

63 エラー Fuse burn sequence/operation failed due
to internal SOC error

64 エラー Fuse sense operation timed out

65 エラー Fuse burn sequence/operation timed out
waiting for burn done

66 エラー The PMU FW Public key certificate loading
or authentication fails

67 エラー This PSP FW was revoked

68 エラー The platform model/vendor id fuse is not
matching the BIOS public key token

69 エラー The BIOS OEM public key of the BIOS was
revoked for this platform

6A エラー PSP level 2 directory not match expected
value.

6B エラー BIOS level 2 directory not match expected
value.

6C エラー Reset image not found

6D エラー Generic error indicating the CCP HAL
initialization failed

6E エラー Failure to copy NVRAM to DRAM.

6F エラー Invalid key usage flag

70 エラー Unexpected fuse set

71 エラー RSMU signalesd a security violation

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

72 エラー Error programming the WAFL PCS
registers
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

73 エラー Error setting wafl PCS threshold value

74 エラー Error loading OEM trustlets

75 エラー Recovery mode accross all dies is not
sync'd

76 エラー Uncorrectable WAFL error detected

77 エラー Fatal MP1 error detected

78 エラー Bootloader failed to find OEM signature

79 エラー Error copying BIOS to DRAM

7A エラー Error validating BIOS image signature

7B エラー OEM Key validation failed

7C エラー Platform Vendor ID and/or Model ID
binding violation

7D エラー Bootloader detects BIOS request boot
from SPI-ROM, which is unsupported
for PSB.

7E エラー Requested fuse is already blown, reblow
will cause ASIC malfunction

7F エラー Error with actual fusing operation

80 エラー (Local Master PSP on P1 socket) Error
reading fuse info

81 エラー (Local Master PSP on P1 socket) Platform
Vendor ID and/or Model ID binding
violation

82 エラー (Local Master PSP on P1 socket)
Requested fuse is already blown, reblow
will
cause ASIC malfunction

83 エラー (Local Master PSP on P1 socket) Error with
actual fusing operation

84 エラー SEV FW Rollback attempt is detected

85 エラー SEV download FW command fail to
broadcase and clear the IsInSRAM field
on slave dies

86 エラー Agesa error injection failure

87 エラー Uncorrectable TWIX error detected

88 エラー Error programming the TWIX PCS registers

89 エラー Error setting TWIX PCS threshold value

8A エラー SW CCP queue is full, cannot add more
entries

8B エラー CCP command desciption syntax error
detected from input

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

8C エラー Return value stating that the command
has not yet be scheduled
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

8D エラー The command is scheduled and being
worked on

8E エラー the DXIO PHY SRAM Public key certificate
loading or authentificaion fails

8F エラー fTPM binary size exceeds limit allocated in
Private DRAM, need to increase the limit

90 エラー The TWIX link for a particulaer CCD is not
tained Fatal error

91 エラー Security check failed (not all dies are in
same security state)

92 エラー FW type mismatch between the requested
FW type and the FW type
embedded in the FW binary header

93 エラー SVC call input parameter address violation

94 エラー Firmware Compatibility Level mismatch

95 エラー Bad status returned by I2CKnollCheck

96 エラー NACK to general call (no device on Knoll
I2C bus)

97 エラー Null pointer passed to I2CKnollCheck

98 エラー Invalid device-ID found during Knoll
authentication

99 エラー Error during Knoll/Prom key derivation

9A エラー Null pointer passed to Crypto function

9B エラー Error in checksum from wrapped
Knoll/Prom keys

9C エラー Knoll returned an invalid response to a
command

9D エラー Bootloader failed in Knoll Send Command
function

9E エラー No Knoll device found by verifying MAC

9F エラー The maximum allowable error post code

A0 エラー Bootloader successfully entered C Main

A1 エラー Master initialized C2P / slave waited for
master to init C2P

A2 エラー HMAC key successfully derived

A3 エラー Master got Boot Mode and sent boot
mode to all slaves

A4 エラー SpiRom successfully initialized

A5 エラー BIOS Directory successfully read from SPI
to SRAM

A6 エラー Early unlock check 

A7 エラー Inline Aes key successfully derived

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

A8 エラー Inline-AES key programming is done
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

A9 エラー Inline-AES key wrapper derivation is done

AA エラー Inline-AES key wrapper derivation is done

AB エラー Bootloader successfully programmed
MBAT table

AC エラー Bootloader successfully loaded SMU FW

AD エラー Progress code is available

AE エラー User mode test Uapp completed
successfully

AF エラー Bootloader loaded Agesa0 from SpiRom

B0 エラー AGESA phase has completed

B1 エラー RunPostDramTrainingTests() completed
successfully

B2 エラー SMU FW Successfully loaded to SMU
Secure DRAM

B3 エラー Sent all required boot time messages to
SMU

B4 エラー Validated and ran Security Gasket binary

B5 エラー UMC Keys generated and programmed

B6 エラー Inline AES key wrapper stored in DRAM

B7 エラー Completed FW Validation step

B8 エラー Completed FW Validation step

B9 エラー BIOS copy from SPI to DRAM complete

BA エラー Completed FW Validation step

BB エラー BIOS load process fully complete

BC エラー Bootloader successfully release x86

BD エラー Early Secure Debug completed

BE エラー GetFWVersion command received from
BIOS is completed

BF エラー SMIInfo command received from BIOS is
completed

C0 エラー Successfully entered WarmBootResume()

C1 エラー Successfully copied SecureOS image to
SRAM

C2 エラー Successfully copied trustlets to PSP Secure
Memory

C3 エラー About to jump to Secure OS (SBL about to
copy and jump)

C4 エラー Successfully restored CCP and UMC state
on S3 resume

C5 エラー PSP SRAM HMAC validated by Mini BL

C6 エラー About to jump to <t-base in Mini BL

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

C7 エラー VMG ECDH unit test started
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

C8 エラー VMG ECDH unit test passed

C9 エラー VMG ECC CDH primitive unit test started

CA エラー VMG ECC CDH primitive unit test passed

CB エラー VMG SP800-108 KDF-CTR HMAC unit test
started

CC エラー VMG SP800-108 KDF-CTR HMAC unit test
passed

CD エラー VMG LAUNCH_* test started

CE エラー VMG LAUNCH_* test passed

CF エラー MP1 has been taken out of reset, and
executing SMUFW

D0 エラー PSP and SMU Reserved Addresses correct

D1 エラー Reached Naples steady-state WFI loop

D2 エラー Knoll device successfully initialized

D3 エラー 32-byte RandOut successfully returned
from Knoll

D4 エラー 32-byte MAC successfully received from
Knoll.

D5 エラー Knoll device verified successfully

D6 エラー CNLI Keys generated and programmed

D7 エラー Enter recovery mode due to trustlet
validation fail.

D8 エラー Enter recovery mode due to OS validation
fail.

D9 エラー Enter recovery mode due to OEM public
key not found.

DA エラー Enter recovery mode with header
corruption

DB エラー We should not treat this errors as blocking

DC エラー When same fw image type is already
loaded in SRAM

DD エラー 0XE2 progress codes are available

E0 エラー Unlock return

E2 エラー Token expiration reset triggered

E3 エラー Completed DXIO PHY SRAM FW key
Validation step

E4 エラー MP1 firmware load to SRAM success

E5 エラー Bootloader read the MP1 SRAM
successfully

E6 エラー Bootloader successfully reset MP1

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

E7 エラー DF init successfully done (in absence of
AGESA)
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

E8 エラー UMC init successfully done (in absence of
AGESA)

E9 エラー LX6 Boot ROM code ready

EA エラー Bootloader successfully asserted LX6 reset

EB エラー LX6 load to SRAM success

EC エラー Bootloader successfully set LX6 reset
vector to SRAM

ED エラー Bootloader successfully de-asserted LX6
reset

EE エラー LX6 firmware is running and ready

EF エラー Loading of S3 image done successfully

F0 エラー Bootloader successfully verify signed
image using 4K/2K key

F1 エラー Bootloader identified as running on SP32P
or multi-socket boot

F2 エラー Security Policy check successful (only in
secure boot)

F3 エラー Bootloader successfully loaded SS3

F4 エラー Bootloader successfully load fTPM Driver

F5 エラー Bootloader successfully loaded sys_drv

F6 エラー Bootloader successfully loaded secure OS

F7 エラー Bootloader about to transfer control to
secureOS

PSP Boot PSP Boot Loader phase
(Error Post Codes)

FF エラー Bootloader sequence finished

10 操作 PEI Core Entry

11 操作 PEI cache as ram CPU initial

15 操作 NB Initialization before installed memory

PEI(Pre-EFI
Initialization) phase

19 操作 SB Initialization before installed memory

32 操作 CPU POST-Memory Initialization

33 操作 CPU Cache Initialization

34 操作 Application Processor(s) (AP) Initialization

35 操作 BSP Selection

36 操作 CPU Initialization

37 操作 Pre-memory NB Initialization

3B 操作 Pre-memory SB Initialization

4F 操作 DXE Initial Program Load(IPL)

60 操作 DXE Core Started

61 操作 DXE NVRAM Initialization

62 操作 SB run-time Initialization

63 操作 CPU DXE Initialization

Quick VGA

DXE (Driver Execution
Environment) phase

68 操作 PCI HB Initialization
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アクション フェーズ 16進形式で表示
されるコード 

タイプ 説明

69 操作 NB DXE Initialization

6A 操作 NB DXE SMM Initialization

70 操作 SB DXE Initialization

71 操作 SB DXE SMM Initialization

72 操作 SB DEVICES Initialization

78 操作 ACPI Module Initialization

Quick VGA DXE (Driver Execution
Environment) phase

D0 操作 CPU PM Structure Initialization

90 操作 BDS started

91 操作 Connect device event

92 操作 PCI Bus Enumeration

93 操作 PCI Bus Enumeration

94 操作 PCI Bus Enumeration

95 操作 PCI Bus Enumeration

96 操作 PCI Bus Enumeration

97 操作 Console output connect event

98 操作 Console input connect event

99 操作 AMI Super IO start

9A 操作 AMI USB Driver Initialization

9B 操作 AMI USB Driver Initialization

9C 操作 AMI USB Driver Initialization

9D 操作 AMI USB Driver Initialization

b3 操作 Reset system

b4 操作 USB hotplug

b6 操作 NVRAM clean up

b7 操作 NVRAM configuration reset

A0 操作 IDE, AHCI Initialization

A1 操作 IDE, AHCI Initialization

A2 操作 IDE, AHCI Initialization

A3 操作 IDE, AHCI Initialization

00-FF 操作 Wait BMC ready

A8 操作 BIOS Setup Utility password verify

A9 操作 BIOS Setup Utility start

AB 操作 BIOS Setup Utility input wait

BDS (Boot Device
Selection) phase

AD 操作 Ready to boot event

AA 操作 APIC mode

Normal boot

Operating system
phase AC 操作 PIC mode
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技術サポート B 
B.1 サービスおよびサポート

製品に関する追加情報やサポートはインターネットの次のアドレスにあります:

• 技術サポート (https://www.siemens.com/industrialsecurity) 
• サポートリクエストフォーム (https://www.siemens.com/supportrequest) 
• アフターサービス情報システムSIMATIC IPC/PG (https://www.siemens.com/asis) 
• SIMATICマニュアルセット (https://www.siemens.com/simatic-tech-doku-portal) 
• 最寄りの担当代理店 (https://www.automation.siemens.com/aspa_app) 
• トレーニングセンター (https://siemens.com/sitrain) 
• Industry Mall (https://mall.industry.siemens.com) 

最寄りの担当代理店またはテクニカルサポートにお問い合わせの際は、以下の技術情報をご
用意ください:

• デバイスの商品番号(MLFB)
• 産業用PCのBIOSのバージョンまたは装置のイメージバージョン
• 他の取り付けられているハードウェア
• 他のインストールされているソフトウェア

ツールとダウンロード
装置にダウンロードして使用可能な更新やホットフィックスがないか、定期的にチェックし
てください。ダウンロード領域は、次のリンクでインターネットから利用できます。
アフターサービス情報システムSIMATIC IPC/PG (https://www.siemens.com/asis)
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B.2 トラブルシューティング

B.2.1 装置の機能の問題

問題 原因 対策
電源なし • 電源、電源ケーブル、電源プラグをチェックしま

す。
• オン/オフスイッチが正しい位置にあるかを

チェックします。

装置が動作していない

装置が指定された周囲環境外で動作
しています。

• 周囲環境をチェックします。
• 低温下で輸送した後は、約12時間置くまでは電源

をオンにしないでください。

モニタのスイッチがオフになってい
ます。

モニタのスイッチを入れます。

モニタが"パワーセーブ"モードに
なっています。

キーボードのいずれかのキーを押します。

輝度ボタンが暗く設定されていま
す。

輝度ボタンを使用して輝度を上げます。詳細情報につ
いては、モニタの取扱説明書を参照できます。

• 電源コードがモニタおよびシステムユニットある
いは耐震性のある接地コンセントに正しく接続さ
れているかをチェックします。

• モニタケーブルがシステムユニットおよびモニタ
に正しく接続されているかを確認します。

モニタが暗いままである

電源コードあるいはモニタケーブル
が接続されていません。

これらすべての操作と対策を実行した後でもまだ画面
が暗い場合は、技術サポートチームに連絡します。

PCの時刻および/または日付が
正しくない

1. ファームウェア設定メニューを開きます。このた
めには、ブート操作中に<F2>キーを押します。

2. [メイン]タブで日付および時刻を設定します。

ファームウェア(BIOS)の設定を
修正した後も、時刻と日付が間
違っています。 

バックアッバッテリが切れていま
す。

バックアップバッテリを交換します。

USBデバイスが応答しない ファームウェア(BIOS)でUSBポート
が無効化されています。

別のUSBポートを使用するか、ポートを有効にしま
す。

B.2.2 装置を起動するときの問題

問題 原因 対策
ハードディスクの交換後、シス
テムがRAIDシステムから起動し
ません

RAIDシステムに一番高い起動優先度
がありません

「Boot > Boot device」のファームウェア(BIOS)の起動
優先順位を変更します。
• ブート優先度をRAIDシステムに与えます
• RAIDシステムを最上位の起動優先順位にします

ブートメディアが有効化されていま
せん

ファームウェア(BIOS)の[Boot > Boot device]で、起動
優先順位を[Enabled]に設定します。

コンピュータが起動していない
か、"Boot device not found"が
表示されます。 ブートデバイスがBIOS Setupの

ブート優先度で最優先になっていま
せん

ファームウェア(BIOS)の[Boot > Boot device]で、起動
優先順位を変更します。
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B.2.3 拡張カード使用時の問題

問題 原因 対策
コンピュータの設定を確認します。
• コンピュータの設定が出荷時の状態に対応する場

合は、テクニカルサポートチームに連絡してくだ
さい。

• 設定を変更する場合、出荷時の状態を復元しま
す。これを行うには、拡張カードを取り外し、装
置を再起動します。エラーが発生しなくなれば、
拡張カードが故障の原因だったということになり
ます。これをSiemens拡張カードと交換するか、
拡張カードの供給元にお問い合わせください。

• 二重化I/Oアドレス
• 二重化ハードウェア割り込みお

よび/またはDMAチャンネル
• 信号周波数または信号レベルが

間違っています
• 異なるピン割り付け

装置が引き続きクラッシュする場合は、テクニカル
サポートチームにお問い合わせください。

起動時の装置クラッシュ

外部電源(UPSなど)の不十分な出力 強力な電源を使用します。

装置がただちに起動またはス
イッチオフしない。

カウンタ電圧は、接続されたまたは
取り付けられた拡張カードによって
装置に印加されます。

コンポーネントのサプライヤーに以下を確認しま
す。
• コンポーネントは外部電源なしで動作できる。
• コンポーネントは、外部電源または装置の電源の

みを使用するよう再設定することができる。
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マークおよびシンボル C 
C.1 概要

次の表に、取扱説明書で説明されているシンボルに加えて、お使いのSIMATIC産業用PC、SI­
MATIC産業用モニタまたはSIMATIC Field PGで目にする可能性のあるすべてのシンボルを示
します。
お使いの装置のシンボルは、次の表で示されているシンボルと一部の詳細が異なることがあ
ります。

C.2 安全性

シンボル 意味 シンボル 意味
警告。提供された取扱説明書に順守。 ロックが閉じられています

注意。無線機器 ロックが開かれています

開ける前に電源プラグを外してくださ
い

Kensingtonロックの開口部

ESD (静電気に敏感な装置)の注意 過熱した表面の警告

Caution, Shock hazard
注意: 感電するリスクがあります
Attention, Danger de choc

Caution, Disconnect all power sources
注意: すべての電源を切断してくださ
い
Attention, Déconnecter toutes les
sources d’énergie

C.3 オペレータ制御

シンボル 意味 シンボル 意味
オン/オフスイッチ。電気的絶縁なし ID ローカリゼーションボタン

オン/オフスイッチ。電気的絶縁なし



C.4 認証、承認およびマーク
次の表に、装置に記載されている可能性のある認証、承認およびマークに関連するシンボル
を示します。詳細な情報は、お使いの装置の取扱説明書で参照できます。

シンボル 意味 シンボル 意味
オーストラリアとニュージーランドの
承認

米国の連邦通信委員会のマーキング

欧州諸国のCEマーキング 韓国の承認

UL (Underwriters Laboratories)のテス
トマーク

台湾の承認

英国の承認 廃棄情報、地域の法規を順守。

インドでの承認

C.5 インターフェース

シンボル 意味 シンボル 意味
電源への接続 PS/2マウスインターフェース

保護導体端子 PS/2キーボードインターフェース

機能接地用接続(等電位ボンディングラ
イン)

マルチメディアカードリーダー

DisplayPortインターフェース スマートカードリーダー

DVIポート ライン入力

LANインターフェース。WANや電話の
接続には承認されていない

ライン出力

シリアルポート マイク入力

USBポート 汎用オーディオジャック
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シンボル 意味 シンボル 意味
USB 2.0高速ポート ヘッドフォン出力

USB 3.0超高速ポート

USB 3.1 SuperSpeedPlusポート
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略語リスト D 
D.1 略語

略語 用語(フルスペル) 意味
AC Alternating current 交流

AHCI Advanced Host Controller Interface SATAデバイス用の標準化されたコントローライン
ターフェース。SP1以降およびIAAドライバのMicrosoft
Windows XPでサポートされています。

APIC Advanced Programmable Interrupt Controller 拡張プログラマブル割り込みコントローラ

AWG American Wire Gauge ケーブル径の米国規格

CE Communauté Européenne (CEマーク) 本製品は、適用されるすべてのEC指令に準拠しています。

CLK Clock pulse コントローラのクロック信号

CMOS Complementary Metal Oxide Semiconductors 相補型金属酸化膜半導体

COA Certificate of Authentication Microsoft Windowsのプロダクトキー

COM Communications Port シリアルインターフェースの用語

CP Communication Processor 通信用コンピュータ

CPU Central Processing Unit CPU

CSA Canadian Standards Association 自国または二国間規格(UL/USA)の規格に準拠して試験および
認証を行う、カナダの組織

DC Direct Current 直流電流

DRAM Dynamic Random Access Memory

DMA Direct Memory Access ダイレクトメモリアクセス

DOS Disk Operating System GUIなしのオペレーティングシステム

DPP DisplayPort 新しい強力なデジタルモニタポート

DQS Deutsche Gesellschaft zur Zertifizierung von
Qualitätsmanagement mBH

DVI / DVI-D Digital Visual Interface VGA信号なしのデジタル表示インターフェース

DVI-I Digital Visual Interface デジタル信号およびVGA信号による、デジタルディスプレイ
インターフェース

ECP Extended capability port 拡張可能なパラレルポート

EFI Extensible Firmware Interface

ESD Components sensitive to electrostatic charge

EN European standard

HDD Hard Disk Drive ハードディスクドライブ

HU Height unit

I/O Input/Output コンピュータ上のデータの入力/出力

iAMT Intel® Active Management Technology

IEC International Electrotechnical Commission
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略語 用語(フルスペル) 意味
IP Ingress Protection 保護等級

IRQ Interrupt Request 割り込み要求

KVM Keyboard Video Mouse キーボードビデオマウスバイパス

LPT Line Printer プリンタポート

mDPP mini DisplayPort デジタルモニタインターフェース

MUI Multilanguage User Interface Windowsの言語のローカリゼーション

NEMA National Electrical Manufacturers Association 米国電機製造業者協会

NTFS New Technology File System Windowsバージョン(2000、XP、7)用の安全ファイルシステ
ム

OPC OLE for Process Control 工業用プロセッサの標準インターフェース

PCI Peripheral Component Interconnect 高速拡張バス

PCIe Peripheral Component Interconnect express データ転送速度が速い、高速シリアル差動全二重PTPイン
ターフェース。

PFC Power Factor Correction 公共ネットワークでの動作用の高調波抑制

PIC Programmable Interrupt Controller プログラム可能な割り込みコントローラ

PXE Preboot Execution Environment ネットワークを介したハードディスクなしで新しいPCを実行
するためのソフトウェア

RAID Redundant Array of Independent Disks 二重化ドライブ配列

SATA Serial Advanced Technology Attachment

SDRAM Synchronous DRAM

SMART Self Monitoring Analysis and Reporting
Technology

ハードディスクエラー診断プログラム

SJT Service [Grade] Junior (Hard Service)
Thermoplastic

PVC外装ケーブル

SNMP Simple Network Management Protocol ネットワークプロトコル

SSD Solid State Drive

UAJ Universal audio jack オーディオソケット

TPM Trusted Platform Module

UEFI Unified Extensible Firmware Interface

UL Underwriters Laboratories Inc. 自国規格または二国間規格(CSA/カナダとの)に準拠して試験
および認証を行う、米国の機関。

USB Universal Serial Bus

V.24 シリアルポートを介したデータ転送用ITU-T標準化提案

VCC 集積回路の正供給電圧

VGA Video Graphics Array 工業規格に適合するビデオアダプタ

WD Watchdog エラー検出とアラーミング付きのプログラムモニタリング
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Baseboard Management Controller, 61
BMC Webサーバー, 61

C
CEマーキング, 142
COAラベル, 38
COMインターフェース

技術仕様, 136

E
EC適合性宣言, 142
Ethernet, 17

装置のインターフェースの位置, 17

F
FCC, 144

I
I/Oデバイス

安全に関する注意事項, 33
接続, 46

ICESコンプライアンス(カナダ), 144
Industry Mall, 27
IT通信 , 46

L
LAN, 17
LED, 20

R
RAID, 166
RAID1システム, 52

ホットスペアドライブ, 53
ドライブの設置オプション, 54

RAID5システム, 52
ホットスペアドライブ, 53
ドライブの設置オプション, 54

RAIDシステム
不具合のあるドライブの表示, 53
データ同期, 54
管理機能, 55
ステータスの確認, 56
欠陥のあるHDDをRAIDソフトウェアに表示する,
59

S
SIMATIC NET, 47
SIMATIC S7, 46

T
TPM, 72
Trusted Platform Module, 72

U
USB

インターフェースの位置, 17

ア
アングルブラケット

マッシュルームヘッドリベット, 41
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イ
イメージ, 109

作成, 109
インターフェース

前面パネル, 17
装置の背面, 17

オ
オペレーティングシステム

配送時にインストール, 36
初期コミッショニング, 48
シャットダウン, 49
配送時にインストール, 137

オーストラリア, 144

カ
カナダ

ICESコンプライアンス, 144

ク
クロージング

装置, 75

ケ
ケーブルの固定, 47

ス
スイッチオフ

オペレーティングシステムのシャットダウン,
49
ライン電圧からの装置の接続解除, 49

ステータス表示
システム用, 20

ストレインリリーフ, 47
スペア部品, 27
スペア部品サービス, 27

テ

ト

ニ
ニュージーランド, 144

ハ

フ
ファン, 110, 119
ファームウェアのリセット, 50
フィルタマット

保守間隔, 110
フロントカバー, 14
フロントドア

開く, 51

ホ
ホットスペアドライブ

RAID1およびRAID5システムの場合, 53
ホットスワップ

取り外し可能トレイのドライブの変更, 94

マ
マニュアル, 10
マーキング

EC適合性宣言, 142

メ
メインメモリ, 135
メモリモジュール

使用可能なメモリモジュール, 90
組み合わせオプション, 90
使用条件, 91
設置, 92
取り外し, 93
マザーボードのスロット, 134

ラ
ラベル付け, 144

韓国, 144
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安
安全に関する注意事項

全般, 28
輸送および補間, 30
周辺環境および環境条件, 32
I/Oデバイス, 33
装置およびシステム拡張, 34

開
開く

装置, 74

拡
拡張カード, 76

使用可能な拡張カード, 76
マザーボードのスロット, 135

結
結露, 30

高
高周波放射

耐干渉性, 33

識
識別データ, 38, 38

取
取り付け

伸縮レール使用, 39
水平、装置ベース, 39

取り付け穴, 41
取り外し

装置用冷却ファン, 110
装置用冷却ファン, 119
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